
有
馬
歳
事
記

搾

「
̃
震
災
か
ら
1
 
0
年
、
感
謝
を
込
め
て
有
馬
か
ら
。

有
馬
の
ま
ち
と
1

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
、
有

馬
温
泉
で
は
死
者
は
出
な
か
っ

た
も
の
の
、
旅
館
・
ホ
テ
ル
、

み
や
け
も
の
店
で
建
物
の
全
壊
"

半
壊
な
ど
、
被
害
は
大
き
か
っ

た
。
当
日
の
宿
泊
客
へ
の
対
応

や
、
せ
ま
い
道
路
、
建
物
の
耐

震
構
造
な
ど
、
多
く
の
反
省
点

を
振
り
返
り
、
震
災
1
 
0
年
を
迎

え
た
今
年
1
月
1
 
7
日
「
温
泉
と

地
震
」
を
テ
ー
マ
に
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
が
、
有
馬
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ

ル
に
て
開
催
さ
れ
た
。

1
 
7
温
も
り
」
震
災
防
災
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

静寂さにつつまれた

くつろぎの宿

山際観光旅館

陵楓闇
TEし(078) 904-0675

74

有
馬
で
は
、
1
月
1
7
日
周
辺

に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
他
、
外
湯

の
入
浴
料
割
引
、
旅
館
・
ホ
テ

ル
の
大
浴
場
開
放
、
鎮
魂
の
灯

り
の
点
灯
、
有
馬
婦
人
会
に
よ

る
豚
汁
の
炊
き
出
し
、
癒
し
の

コ
ン
サ
ー
ト
、
防
災
訓
練
な
ど
、

有
馬
を
あ
げ
て
さ
ま
ざ
ま
な
催

し
が
開
か
れ
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
有
馬
小
学

校
の
児
童
に
よ
る

『
し
あ
わ
せ

運
べ
る
よ
う
に
』

の
美
し
い
合

唱
で
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
。
独
立
行

政
法
人
消
防
研
究
所
理
事
長
・

室
崎
益
輝
さ
ん
の
講
演
、
作
家
・

玉
岡
か
お
る
さ
ん
の
講
演
、

N
P
O
シ
ン
ク
タ
ン
ク
京
都
自

然
史
研
究
所
理
事
長
・
西
村
進

さ
ん
の
講
演
が
続
い
た
。
玉
岡

か
お
る
さ
ん
は
鴨
長
明

『
方
丈

記
』

に
記
さ
れ
た
地
震
の
よ
う

す
を
例
に
と
り
、
日
本
人
の
無

常
観
や
人
間
同
士
の
つ
な
が
り

に
つ
い
て
講
演
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

で
は
、
元
N
H
K
解
説
主
幹
の

斎
藤
宏
保
さ
ん
を
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
1
に
、
温
泉
の
専
門
家
・

西
村
進
さ
ん
と
、
神
戸
出
身
の

落
語
家
・
桂
あ
や
め
さ
ん
、
神

戸
市
生
活
文
化
観
光
局
・
中
瀬

俊
明
さ
ん
、
そ
し
て
有
馬
温
泉

か
ら
の
代
表
が
パ
ネ
リ
ス
ト
と

し
て
参
加
。
旅
館
協
同
組
合
理

事
長
で
ね
ぎ
や
陵
楓
閥
の
増
田

晴
信
さ
ん
は
、
パ
ニ
ッ
ク
状
態

だ
っ
た
地
震
直
後
を
へ
て
「
1
0

有馬小学校の児童の皆さんによる『しあわせ運べるように」

テニスでいい汗
いい湯にとっぷり味に集う

ARIMA

SuNNY SIDE Up

TENNIS CしUB

TEし(078) 903-1024

諦孝有息

衝両所
TEし(078) 904-0551

日
後
に
復
旧
し
、
お
客
様
か
ら
、

同
日
振
り
に
お
風
呂
に
入
れ
た

と
喜
び
の
声
を
聞
い
て
と
て
も

嬉
し
か
っ
た
」
と
当
時
を
振
り

返
っ
た
。
有
馬
温
泉
で
は
震
災

直
後
、
浴
場
を
開
放
し
た
旅
館
・

ホ
テ
ル
が
多
か
っ
た
。
桂
あ
や

め
さ
ん
は

「
被
災
者
は
手
足
を

伸
ば
し
て
お
風
呂
に
入
り
た
か

っ
た
。
有
馬
が
早
く
も
と
に
戻

っ
た
こ
と
は
と
て
も
嬉
し
い
こ

と
だ
っ
た
」
と
振
り
返
り
、
震

災
後
の
神
戸
で
お
金
を
使
お
う

妙有調光園

鴨媛飽
TEし(078) 903-2255

畿篤7説結露

有馬一望・歴史の名湯

意義

向陽閻
TEし(078) 904-0501(代)

URL http://www.hyoe.co.jp
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有 馬 の ま∴ち と1.17温 も り

罷災防災 シ ンポジウム
1

⑤
ん
し
ん
で

⑤
っ
た
り
と

と
、
大
阪
の
友
達
を
た
く
さ
ん

連
れ
て
有
馬
に
遊
び
に
き
た
こ

と
な
ど
を
話
し
た
。

有
馬
は
、
地
下
か
ら
温
泉
が

湧
き
出
す
と
い
う
、
も
と
も
と

あ
ま
り
安
全
と
は
言
え
な
い
地

域
だ
。
「
そ
の
特
性
を
活
か
し

て
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

を
」
と
西
村
進
さ
ん
。
行
政
の

立
場
か
ら
出
席
し
た
中
瀬
俊
明

さ
ん
は
「
観
光
地
の
中
で
、
こ

の
よ
う
な
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開

⑤
っ
ち
な
気
分
で

(
b
y
桂
あ
や
め
)

祉

あ
や
の
氏

温泉の専門家、行政、有馬温泉からの代表らが出席したパネルディスカッション

催
し
た
の
は
有
馬
だ
け
」
と
、

取
り
組
み
に
対
し
て
大
き
な
評

価
が
。
そ
れ
に
対
し
て
増
田
晴

信
さ
ん
は

「
た
だ
開
催
し
た
だ

け
で
は
だ
め
。
開
催
す
る
ご
と

に
、
防
災
に
対
す
る
具
体
的
な

行
動
案
を
提
示
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
、
具
体
的

な
活
動
を
し
よ
う
と
呼
び
か
け

た
。
観
光
客
の
立
場
か
ら
、
桂

あ
や
め
さ
ん
は
「
例
え
ば
お
風

呂
に
入
っ
て
い
て
地
震
が
き
た

ら
ど
う
い
う
行
動
を
と
れ
ば
良

い
の
か
、
ど
こ
へ
行
け
ば
い
い

の
か
、
な
ど
が
旅
館
に
明
示
し

て
あ
れ
ば
、
私
た
ち
も
安
心
し

て
泊
ま
り
に
く
る
こ
と
が
で
き

る
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
。

最
後
は
、
有
馬
温
泉
観
光
協

会
会
長
・
富
谷
正
幸
さ
ん
か
ら

「
有
馬
温
泉
防
災
安
全
の
観
光

地
宣
言
」
が
発
表
さ
れ
た
。
観

光
協
会
会
員
、
住
民
な
ど
が
一

体
と
な
っ
て
、
日
頃
か
ら
防
災

訓
練
や
勉
強
会
を
開
き
、
観
光

客
の
安
全
を
最
優
先
に
し
た
防

災
へ
の
取
り
組
み
を
行
な
う
こ

と
な
ど
が
宣
言
の
内
容
。
有
馬

に
は
、
独
自
の
防
災
福
祉
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
や
、
消
火
・
防
災
用

の
器
具
の
設
置
場
所
、
避
難
場

所
な
ど
を
記
し
た
マ
ッ
プ
も
作

ら
れ
て
い
る
。
1
0
年
前
の
反
省

を
生
か
し
、
防
災
に
備
え
た
ま

じ
め
な
取
り
組
み
が
感
じ
ら
れ

る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
だ
っ
た
。

雅ただようくつろぎの舶

一中声明
TEし(078) 904-0781

会議セミナーからご家族づれまで

石島グランドホテル
TEしく078) 904-0181

日本の伝硫

数寄屋造りの餌

静牧山
TEし(078) 904-0701

チェックイン13:(調、アウト12:00

ゆっくりとお過ごしいただけます。

鴨長明「方丈記」を例にとり
講演する玉岡かおるさん

有馬温泉防災安全の
観光地宣言を行なう営舎会長

自然の恵みを

湯くすむりに伝える

政府登録国際観光旅館

古名目
TEし(078) 904-0731

輪置クう桐

震災時のようすが
パネルで紹介された

有馬での会食・宴会は懐石料理・ステ

ーキが楽しめるいろり亭「琵塵」で11
〈昼500〇円-、在8000円-)

有馬温泉 政府登録国際観光臨

銀水湛別解

母島
TEし(078) 904-3656(代)
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日
和
り
り

足立 優 院長

でん太の㊨㊨㊥㊨

教えてドクタ臆
「デンタルエージ」ってなに?

お話/足立優歯科診療所

D
古

き
で
、
今
日
は
、
で
ん
太
の

口
の
中
が
何
才
な
の
か
検
診
し
て
み
よ

う
か
。

で
ん
太

え
っ
、
ぼ
く
は
1
2
才
だ
け
ど
、

口
の
中
も
同
じ
で
は
な
い
の
。

D
「

ぼ
く
の
診
療
所
で
は
、
患
者

さ
ん
の
口
の
中
の
状
態
を
年
齢
に
換
算

し
て
表
わ
す
「
デ
ン
タ
ル
エ
ー
ジ
」

(
特

許
3
6
2
0
5
8
5
号
)

と
い
う
方
法

を
使
っ
て
い
る
ん
だ
よ
。
口
の
中
が
健

康
で
何
も
問
題
が
な
い
状
態
を
0
才
、

す
べ
て
の
歯
が
な
く
な
っ
て
総
入
れ
歯

に
な
っ
た
状
態
を
1
0
0
才
に
な
る
よ

う
に
作
ら
れ
た
指
標
な
ん
だ
。
虫
歯
や

歯
ぐ
き
の
病
気
が
あ
れ
ば
、
そ
の
程
度

に
応
じ
て
点
数
を
加
え
、
そ
れ
を
年
齢

で
表
わ
す
ん
だ
よ
。

で
ん
太

ぼ
く
の
口
の
中
が
何
才
な

の
か
わ
か
っ
た
ら
、
ど
ん
な
良
い
こ
と

が
あ
る
の
。

D
細

「
デ
ン
タ
ル
エ
ー
ジ
」

は
、
虫

歯
や
歯
ぐ
き
の
状
態
の
ほ
か
に
治
療
の

状
態
も
評
価
し
て
い
る
か
ら
、
患
者
さ

ん
が
お
口
全
体
と
し
て
ど
の
く
ら
い
悪

く
な
っ
て
い
る
か
を
わ
か
り
や
す
く
知

る
こ
と
が
で
き
る
ん
だ
。
ま
た
、
今
の

状
態
を
ど
ん
な
方
針
で
治
療
す
る
か
に

よ
っ
て
、
将
来
自
分
の
口
が
ど
う
な
る

か
を
知
る
こ
と
も
で
き
る
ん
だ
。
痛
い

と
こ
ろ
を
そ
の
つ
ど
治
療
す
る
方
法
と
、

お
口
全
体
を
予
防
歯
科
医
療
の
方
針
で

治
療
す
る
の
と
で
、
将
来
ど
ん
な
様
子

に
な
る
か
を
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
き

る
ん
だ
よ
。
将
来
入
れ
歯
に
な
り
た
く

な
い
の
な
ら
、
ど
ん
な
健
康
管
理
を
す

れ
ば
い
い
か
が
わ
か
れ
ば
、
で
ん
太
も

う
れ
し
い
よ
ね
。

で
ん
太

う
ん
。
ド
ク
タ
ー
は
、
虫

歯
や
口
の
中
の
病
気
を
そ
の
つ
ど
治
療

す
る
方
法
で
は
な
く
て
、
な
る
べ
く
自

分
の
歯
で
一
生
食
べ
て
い
け
る
よ
う
に

「
予
防
歯
科
医
療
」

を
す
す
め
て
い
る

よ
ね
。
ド
ク
タ
ー
の
言
う
治
療
方
法
の

結
果
が
、
「
デ
ン
タ
ル
エ
ー
ジ
」

で
見

る
と
わ
か
り
や
す
い
の
か
な
。

D
「

左
の
ペ
ー
ジ
を
見
て
ご
ら
ん
。

こ
れ
は
3
2
才
か
ら
治
療
を
始
め
て
、
現

在
5
4
才
に
な
っ
て
い
る
人
の

「
デ
ン
タ

ル
エ
ー
ジ
」

の
経
過
実
績
。
治
療
を
始

め
た
3
2
才
の
と
き
、
「
デ
ン
タ
ル
エ
ー

ジ
」
は
5
4
・
3
才
だ
っ
た
。
こ
の
と
き
は
同

じ
年
齢
の
人
の
平
均
よ
り
も
1
0
才
ほ
ど

「
デ
ン
タ
ル
エ
ー
ジ
」
が
大
き
か
っ
だ
。

で
も
予
防
歯
科
医
療
の
最
善
の
治
療
で
、

「
デ
ン
タ
ル
エ
ー
ジ
」
は
5
了
・
3
才
を
維
持

し
て
い
る
ん
だ
。
あ
の
時
の
ま
ま
、
そ

の
場
だ
け
治
す
よ
う
な
健
康
管
理
を
続

け
て
い
た
ら
「
デ
ン
タ
ル
エ
ー
ジ
」
は
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45 55 65 75

0

デ
ン
タ
ル
工
-
ジ

0

0

0

2

3

4

77

ー日本人の平均悪化傾向

●あなたの治療前のデン

タル工鵜ジ

“"あなたが予防歯科医療の

最善治療を受けた場合

の将来

・ ・ ・もし治療前の歯科習慣

を続けた場合の予測

○予防歯科医療を続けた

結果、あなたの今のデ

ンタルエージ

足立 僅歯科診療所

神戸市東灘区岡本1 ・ 3 ・ 33

丁ELO78.411 ・0024 FAXO78・411 ・0056

mai看.adachi@kba,att.ne,jp

httpこ〃ado,Pr-business,net

※これからは患者の権利を守る予防歯科医療が
主流となります。情報をお知りになりたい方は、
D「,足立までお問い合わせ下さい。

÷

圏圏薗

柳
才
に
な
る
予
測
だ
っ
た
け
ど
、
既
に

平
均
よ
り
も
良
く
な
っ
て
い
る
よ
ね
。

「
デ
ン
タ
ル
エ
ー
ジ
」

は
こ
ん
な
ふ
う

に
、
将
来
を
予
測
し
た
り
、
治
療
の
実

績
を
測
っ
た
り
で
き
る
ん
だ
。

で
ん
太

な
る
ほ
ど
、
わ
か
り
や
す

い
ね
。
ド
ク
タ
ー
の
と
こ
ろ
で

「
予
防

歯
科
医
療
」
を
受
け
た
ら
、
い
つ
ま
で

も
口
の
中
が
健
康
で
い
ら
れ
る
っ
て
、

き
ち
ん
と
デ
ー
タ
に
出
て
い
る
ん
だ
も

の
ね
。
ぼ
く
も
一
生
自
分
の
歯
で
ド
ン

グ
リ
を
か
じ
る
た
め
に
、
が
ん
ば
っ
て

治
療
を
受
け
よ
う
!

D
「

そ
う
や
っ
て
患
者
さ
ん
に
や

る
気
を
出
し
て
も
ら
う
た
め
に
も
、
こ

の

「
デ
ン
タ
ル
エ
ー
ジ
」

は
必
要
な
ん

だ
よ
。

臆
足
立

優
(
あ
だ
ち

ま
き
る
)

1

9
6
0
年
生
ま
れ
。
大
阪
歯
科
大
学
卒
。

1
9
8
8
年
米
国
留
学
後
、
神
戸
市
東

灘
区
に
足
立

優
歯
科
診
療
所
開
設
。

行
動
医
学
の
概
念
を
基
盤
と
し
た
自
己

決
定
に
基
づ
く
予
防
管
理
中
心
型
の
歯

科
医
療
を
展
開
す
る
。

NPO法人

明日の歯科医療を創る会

POS 神戸相談室

神戸市中央区元町三宮町3 - 1 - 5

イソーラデイ5F

TEしO78-332-4618

FAXO78-332-4617
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ド
レ
ス
テ
ン
国
立
美
術
館
展

-
世
界
の
鋳
-

兵
庫
県
立
美
術
館

3
/
8
㈲
̃
5
/
2
2
㈲

1
 
0
時
̃
1
 
8
時
(
全
土
曜
は
̃
2
0
時
)

月
曜
休
館
(
3
/
2
1
開
館
・
翌
日
休
館
)

一
般
「
4
0
0
円

大
高
生
9
0
0
田

園
問
い
合
せ
/
密
0
7
8
-
2
6
2
-

≡
p
ミ
ミ
…
ミ
.
a
エ
ゴ
P
「
①
≡
y
O
g
♀
p

ヨ
ハ
ネ
ス
・
フ
ェ
ル
メ
ー
ル

(
窓
辺
で
手
紙
を
読
む
若
い
女
)

ド
イ
ツ
東
部
の
古
都
ド
レ
ス

デ
ン
。
1
2
の
美
術
館
か
ら
な
る

「
ド
レ
ス
デ
ン
国
立
美
術
館
」

の
、
そ
の
全
貌
を
日
本
で
初
め

て
紹
介
す
る
展
覧
会
。

1
6
世
紀
の
ザ
ク
セ
ン
公
国
の

王
室
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
1
9
世

紀
の
ロ
マ
ン
派
の
誕
生
ま
で
、

フ
ェ
ル
メ
ー
ル
の

「
窓
辺
で
手

紙
を
読
む
若
い
女
」
、
レ
ン
ブ

ラ
ン
ト
の

「
ガ
ニ
ユ
メ
デ
ス
の

誘
拐
」
を
は
じ
め
と
す
る
名
画
、

ザ
ク
セ
ン
最
盛
期
の
君
主
・
ア

ウ
ダ
ス
ト
強
王
が
熱
愛
し
た
日

本
の
伊
万
里
焼
と
そ
の
影
響
を

受
け
た
マ
イ
セ
ン
の
磁
器
、
工

芸
品
、
宝
飾
品
、
衣
装
な
ど
約

2
4
0
点
の
多
彩
な
芸
術
作
品

を
紹
介
す
る
。
世
界
有
数
の
美

術
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
、

東
西
文
明
の
交
差
点
に
位
置
す

る
ひ
と
つ
の
都
市
が
い
か
に
し

て
各
国
の
文
化
を
映
し
出
す
“
世

界
の
鏡
"

と
な
り
え
た
の
か
を

う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る

だ
ろ
う
。
※
チ
ケ
ッ
ト
プ
レ
ゼ

ン
ト
あ
り

神
戸
市
立
博
物
館

地
域
展

震
災
か
ら
同
年

発
信
す
る

地
域
文
化

神
戸
市
立
博
物
館

開
催
中
̃
2
/
2
0
㈲

1
0
時
̃
1
7
時

月
曜
休
館

一
般
6
0
0
円

高
大
生
4
0
〇
円

鵜
問
い
合
せ
/
蜜
0
7
8
-
3
3
2
-

≡
p
‥
、
≧
ミ
ミ
.
〇
一
一
y
i
k
O
b
♀
p
、
〇
一
〔
y
〇
三
8
」

の
ミ
ヨ
u
S
①
u
∃

神
戸
市
西
区
白
水
瓢
塚
古
墳
、

明
石
市
藤
江
川
添
遺
跡
な
ど
、

震
災
後
の
発
掘
調
査
に
よ
っ
て

出
土
し
た
品
と
と
も
に
、
震
災

復
興
調
査
で
新
た
に
明
ら
か
に

な
っ
た
兵
庫
の
歴
史
を
紹
介
す

る
。
あ
わ
せ
て
、
最
近
的
年
間

に
発
見
さ
れ
た
遺
物
な
ど
を
紹

介
す
る
「
発
掘
さ
れ
た
日
本
列

島
2
0
0
4
」
も
同
時
開
催
。

最
近
注
目
を
集
め
た
遺
跡
の
優

品
に
直
接
触
れ
ら
れ
る
チ
ャ
ン
ス
。

六
甲
山

氷
の
祭
典

六
甲
ガ
ー
デ
ン
テ
ラ
ス

(
六
甲
ケ
上
フ
ル
̃
山
上
パ
ス
/
有
馬
温

泉
̃
口
-
ナ
ウ
工
-
六
甲
山
頂
駅
徒
歩
)

2
/
川
鍋
̃
1
 
3
㈲

1
 
0
時
̃
2
〇
時
(
最
終
日
̃
1
 
7
時
)

一
般
5
0
0
円

小
人
2
0
0
円

菓
問
い
合
せ
/
蜜
0
7
8
-
8
9
4
-

2
0
7
1

申
高
大
生
1
3
0
0
円

小
学
生
・
身
障
者
・
シ
ニ
ア
1
1
〇
〇
円

萱
問
い
合
せ
/
映
画
サ
ー
ク
ル
協
議
会

密
0
7
8
-
3
3
1
-
8
5
3
8

80

事

申-〃奮迅〇〇一タ. 、

大型の氷彫刻作品も登場

北欧の素朴な人々を主人公にしたあたたかい映画

氷
の
彫
刻
の
プ
ロ
た
ち
が
全

国
か
ら
集
ま
っ
て
、
震
災
的
周

年
を
機
に
、
鎮
魂
と
追
悼
の
意

を
込
め
て
、
氷
彫
刻
コ
ン
テ
ス

ト
を
開
催
。
約
0
0
体
の
氷
像
が

出
品
さ
れ
、
夜
に
は
作
品
を
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
。
六
甲
山
か
ら
の

1
0
0
万
ド
ル
の
夜
景
と
と
も

に
、
塞
雫
し
く
彩
る
。

(
「
氷

の
祭
典
」
入
場
券
と
、
六
甲
ケ

ー
ブ
ル
・
山
上
循
環
バ
ス
フ
リ

ー
券
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
た
割
引

乗
車
券
も
発
売
中
)

C
-
N
巨
M
A

市
民
映
画
劇
場
2
月
例
会

「
キ
ッ
チ
ン
・
ス
ト
ー
リ
ー
」

2
/
1
 
8
㈲
1
 
9
㈲
1
 
1
時
よ
り
4
回
上
映

神
戸
市
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
3
階
ホ
ー
ル

(
ハ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド
)

一
般
1
5
0
0
円
(
前
売
1
3
0
0
円
)

北
欧
か
ら
届
い
た
、
あ
っ
た

か
い
映
画
で
、
心
身
を
ほ
ぐ
し

ま
せ
ん
か
。

「
キ
ッ
チ
ン
・
ス
ト
ー
リ
ー
」

は
、
2
0
0
3
年
カ
ン
ヌ
映
画

祭
な
ど
各
国
の
映
画
祭
で
絶
賛

さ
れ
た
。
舞
台
は
1
9
5
0
年

代
初
頭
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
田
舎

に
住
む
ひ
と
り
暮
ら
し
の
老
人

の
も
と
へ
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の

「
家
庭
研
究
所
」
か
ら
中
年
の

調
査
員
が
や
っ
て
く
る
。
調
査

員
の
目
的
は
、
独
身
男
性
の
台

所
で
の
行
動
を
調
べ
る
こ
と
。

ふ
た
り
の
間
に
は
、
会
話
や
交

流
を
し
て
は
い
け
な
い
と
い
う

ル
ー
ル
が
あ
っ
た
が
、
時
と
と

も
に
変
化
が
訪
れ
る
…
。
ゆ
っ

た
り
と
し
た
食
事
、
心
通
わ
す

会
話
、
ユ
ー
モ
ア
…
や
さ
し
い

涙
が
こ
ぼ
れ
る
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
・

ス
ト
ー
リ
ー
。
※
チ
ケ
ッ
ト
プ

レ
ゼ
ン
ト
あ
り
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臆チキンジョージ
丁E」.078-392-0 1 46

http :〃www.ch icken-g eOrge.CO.jp

3 (木)青木智仁セッション

20 (日)倭製ジェロニモ&ラブゲノラエ

クスペリエンス

25(金) ROSS0

3/5 (土) DEPAPEPE

12(土)甲斐よしひろ

漢ピアジュリアン
丁E」.078-391 -8081

http :〃www. piai u l ie n. co m

「 (火)田原綾子(ソプラノ)森玉美穂(p)

2 (水)小笠原索(∨∩)山内尚子(p)

3 (木)宮崎万里(∨∩)植田浩徳(p)

4 (全)洩戸由希子(コントラバス)林典子(p)

6 (日)木田雅子(vn)藤江圭子(p)

8 (火)佐藤和宏〈クラリネット)大西隆弘(p)

9 (水)福島紀子(メゾソプラノ)佐田めぐみ(p)

10 (木)西本淳(sax)林典子(p)

11 (金)老田裕子(ソプラノ)藤江圭子(p)

13(日〉 奥野香織(p)

15 (火)武村美穂子(フルート〉藤渓優子(p)

16(水)小林亜希子・梁洋子(ヴァイオ

リンデュオ)林典子(p)

17 (木)尾崎比佳子(ソプラノ)多久江

里子(p)

18 (会)鈴木葦童子(p)

19 (土)荒田祐子(ソプラノ)林典子(p)

20(日〉 武田有賀(p)

22(火)高橋束子(チェロ)山内尚子(p)

23(水)藤渓優子企画

24(木)雲井千賀(トランペット)藤渓

優子(p)

25 (全)吉岡一郎(sax)大西隆弘(p)

26 (土)谷風怪事(鑑ハ一千二か植田浩徳(p〉

音Ho=y's

丁E」.078-25十51 47

http :〃www.kobe-ho=ys. com

l (火)小野田享子(p)小野田栄司

(クナノネット)京口直哉(b)

平田哲也(d「)

2 (水)丁P三浦昌彦カルテット

3 (木)高山藤江(vo)津嘉山梢(p)

近藤哲(b〉森本太郎(d「〉

4 (全) Yosimi(vo)佐伯準-(p)大

森重彦(b)森山和宏〈d「〉

5 (土)下城美佳(p)他

7 (月)河野美紀(vo)他

8 (火〉長井美恵子(p)他

9 (水〉 藤村麻紀(∨○)他

「0(木)山本容子(p)他

11 (全)恵理(vo)世古畳義(p)小出

恭正(b)松井道朗(d「)古野

光典(tp〉直塚正浩(sax)

12 (土) PobinEve (尺八) Ronmason

(g)DaveBoyle(tb)小出恭正

(b)松井道朗(d「〉杯事(vo)

14(月)澤井誠(sax)田中敬子(p)

今田和也(b)浅田諒(dr)

15 (火〉高貴みな(vo)他

16 (水)小林実話(∨°)松永誠拓くp)

17(木)佐川あきこ(vo)西田仁(p)他

18(金)辻佳孝(p)他

19〈土)阿部泰子(vo)

21 〈月)中崎あきこ(vo)赤松真理(p)

22(火)鈴木久美子(sax)他

23〈水)大石まいこ(p)他

24(木)セッションナイト ホスト辻佳孝

トリオ

25(金)中澤七恵(vo)西田仁(p)

田中裕太(b)恒川久徳(d「)

26(土)荒畑佳子子(vo)赤松真理

(p)刀禍直利(b)乾銭こ(d「)

28(月)雨宮千晶(vo)他

臆萬屋宗兵衛
丁E」.078-332-1 963

ht中〃肌…. §Ou bei.n et/

5 (土)谷五郎&コローショウ

6 (日)山田友和(丁p)塚本浩哉(G)

8 (火)金子亜里紗(P)小川高生(T§〉

藤田耕平(B)横山和明(Ds)

10(木)森本輝久(Pf)河田真樹(B)

今北有俊(Ds)

11 (全)平木かよ(P.Vo)村尾浩史(Ds)

藤井邦彦(B)

12(土)ナンパオ(Pops,Club)spIN

(Soul,Funk)

13 (日) Babe Magnelビッグバンド

17(木)石原久美(Vo)上田大輔

(丁s)上田成子(P)沖田守男

(B)安達広之(Ds)

lcharge Y2.000/P.M.7:30へ

18 (金)洗足学園・大阪音大・卒業生ライブ

19 (土)じゃすばらがす

22(火) 1st「片岡の村」片岡明子

(pf,etC)他

24(木)オオクマサシ(G)辻井裕之(B)

梶原大志郎(Ds)後藤実見

(Kb) (インストポップ)

25(全)中村剛司(Vo)

26 (土)上田麻紀(Vo)

27(日) 1st 「Take-4」 2nd 『神戸

大学猫研究会」

獲SONE

丁E 」. 078-221 -7009

http:〃kobe-§On e.CO m

「 (火)北荘桂子(Vo)十トリオ

2 (水)辛鳥寿美子(Vo)十トリオ

3 (木) Yoshika(Vo)+トリオ

4 (全〉 大越理如くVo)十トリオ

5 (土)新井雅代(Vo)

6 (日)ロイヤル・フラッシュジャズバンド

7 (月)古田照美(Vo)十トリオ

8 (火)石本望(Vo)+トリオ

9 (水)大越理加(∨○)十トリオ

10 (木)大塚善章トリオ十宮野英子(Vo)

1「 (金)北荘桂子(Vo)十トリオ

12(土)北荘桂子(Vo)十トリオ

13(日)鍋島直沌クワルテット+新井

雅代(Vo)

14(月)那須淳子(Vo)+トリオ

15(火)キャンディー浅田(Vo)十トi)オ

16(水)新井雅代(Vo)+トi)オ

17(木)古谷充クワルテット

18 (全)ベティ鞍宮(∨°)十トリオ

19 (木)辛島寿美子(Vo)十トリオ

20 (全)藤井貞泰トリオ十北荘桂子(Vo)

21 (土)西田あつ子(Vo)十トリオ

22(日)山内尚美(Vo)十トリオ

23 (月)若宮美和十伊藤修二トリオ

24 (火)長谷川元伸クワルテット十大

越理加(Vo)

25(水)新井雅代(Vo)十トリオ

26(木)大越理加(Vo)十トリオ

27 (全)グローIのしジャズオーケストラ

小柳淳子(Vo)

28 (木)ボンビ柿本(Vo)十トリオ

喜Maiden Voyage

丁巨」.078-805-0809

http :〃www.koyo.net/maiden-VOyage

2 (水) JAMJAMJAM

23 (水) Jam Sessionホスト須藤雅彦(g)

愛
読
者
チ
ケ
ッ
ト

プ
レ
ゼ
ン
ト

●
兵
庫
県
立
美
術
館
「
ド
レ
ス
テ
ン

国
立
美
術
館
展
」
(
3
/
8
̃
5
/

召
ペ
ア
5
組

●
市
民
映
画
劇
場
2
月
例
会
「
キ
ッ

チ
ン
・
ス
ト
ー
リ
ー
」
(
2
/
1
 
8
・
1
 
9
)

ペ
ア
2
組

●
映
画
館
招
待
券

★
パ
ル
シ
ネ
マ
し
ん
こ
う
え
ん
(
湊
川

公
園
)
2
名

1
/
2
9
̃
2
/
8
「
ラ
ヴ
ア
ー
ズ
」

「
イ
ン
フ
ァ
ナ
ル
ア
フ
ェ
ア
2
」
▽
2
/

9
̃
1
8
小
津
安
二
郎
特
集
「
早
春
」

「
長
屋
紳
士
録
」
▽
2
/
1
9
̃
3
/

1
「
2
0
4
6
」
「
天
使
の
涙
」

★
シ
ネ
モ
ザ
イ
ク
(
ハ
ー
バ
ー
ラ
ン

ド
)
2
名

上
映
中
̃
2
/
1
0
「
タ
ー
ミ
ナ
ル
」

▽
1
/
1
5
̃
2
/
4
「
東
京
タ
ワ

ー
」
▽
1
/
2
2
̃
2
/
4
「
レ
イ
ク

サ
イ
ド
マ
ー
ダ
ー
ケ
ー
ス
」
▽
1
/
2
9

̃
「
オ
ペ
ラ
座
の
怪
人
」
▽
2
/
5
̃

2
/
4
「
着
信
ア
リ
2
」

※
応
募
方
法

ハ
ガ
キ
か
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
で
①
希
望
す
る
チ

ケ
ッ
ト
(
劇
場
名
)
②
住
所
"
氏
名
③
「
月

刊
神
戸
っ
子
震
災
1
 
〇
年
諦
念
号
」
の
感
想

を
害
い
て
左
記
の
住
所
ま
で
お
送
り
く
だ

さ
い

〒
6
5
0
-
0
0
2
1

神
戸
市
中
央

区
三
宮
町
2
-
‖
-
1
セ
ン
タ
ー
プ
ラ
ザ

西
館
5
1
6
「
月
刊
神
戸
っ
子
震
災
1
 
〇
年

諦
念
号
を
発
行
す
る
会
事
務
局
」
チ
ケ
ッ

ト
プ
レ
ゼ
ン
ト
係

F
A
X
O
7
8
-
3
3
2
-
1
i
5
5
2
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二
一

一

/

l
 
I
○
○

l
\

奄
美
大
島
・
屋
久
島
を
訪
ね
る
ク
ル
ー
ズ
乗
船
詩

文
・
写
真

上
川
庄
二
郎

繭
鮒

奄美大島・名瀬港に停泊するにっぽん丸

【
第
一
回
神
戸
っ
子
ク
ル
ー
ズ
】

今
売
れ
っ
子
の
作
家
、
玉
岡
か
お
る
さ
ん
と
航
く

〃
秋
の

奄
美
大
島
・
屋
久
島
ク
ル
ー
ズ
〃

に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。
こ

ん
な
触
れ
込
み
が

「
月
刊
神
戸
っ
子
」

の
紙
面
を
賑
わ
し
た

の
は
、
昨
年
の
9
月
号
で
の
こ
と
だ
っ
た
。

先
に
、
昨
年
了
月
1
9
日
の

「
海
の
日
」

に
神
戸
港
か
ら
大

阪
港
ま
で
、
神
戸
っ
子
に
人
気
の
田
辺
眞
大
先
生
の
お
話
を

聞
き
な
が
ら
の
4
時
間
余
り
。
神
戸
市
企
画
の
市
民
ク
ル
ー

ズ
と
併
せ
、
二
百
数
十
名
が
デ
イ
ク
ル
ー
ズ
を
楽
し
ん
だ
。

今
回
は
、
4
泊
5
日
の
や
や
本
格
的
な
ク
ル
ー
ズ
で
あ
る

と
同
時
に
、
行
き
先
は
よ
し
、
加
え
て
、
呉
越
同
舟
な
ら
ぬ

売
れ
っ
子
作
家
と
同
船
し
て
の
ク
ル
ー
ズ
だ
け
に
い
や
が
上

に
も
盛
り
上
が
っ
た
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

名
付
け
て
、
第
一
回
神
戸
っ
子
ク
ル
ー
ズ

(
1
8
名
参
加
)
。

神
戸
市
企
画
の
市
民
ク
ル
ー
ズ
と
併
せ
0
0
名
が
乗
船
。
全
体

で
は
、
二
百
九
十
名
と
い
う
か
ら
、
そ
の
1
0
%
強
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
地
域
別
分
布
で
は
、
兵
庫
県
下
か
ら
2
8
%

(
内

神
戸
市
1
6
%
)
、
大
阪
府
下
か
ら
2
0
%
、
京
都
府
他
の
近
畿
圏

が
1
3
%
、
そ
の
他
4
0
%

(
内
東
京
圏
1
5
%
)

の
構
成
で
あ
る
。

近
畿
圏
と
し
て
は
0
0
%
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
神
戸
港
を
ク

ル
ー
ズ
船
の
発
着
港
と
し
て
、
も
っ
と
積
極
的
に
売
り
出
し

て
ゆ
こ
う
と
い
う
考
え
の
下
に
始
め
た
企
画
と
し
て
は
、
ま

ず
ま
ず
の
出
だ
し
だ
っ
た
と
い
っ
て
も
よ
い
。
私
は
、
こ
の

取
材
の
他
に
、
今
回
訪
ね
る
奄
美
大
島
・
屋
久
島
の
関
係
市

長
、
町
長
さ
ん
方
に
お
会
い
し
て
、
神
戸
空
港
の
二
〇
〇
六

年
春
開
港
を
契
機
に
、
海
と
空
の
両
面
か
ら
交
流
を
深
め
た

い
と
い
う
神
戸
市
か
ら
の
要
請
も
携
え
て
ゆ
く
こ
と
に
な
っ

て
い
る
か
ら
少
々
責
任
も
重
く
感
じ
て
乗
船
し
て
い
る
。

【
神
戸
港
出
航
に
先
立
っ
て
】

1
0
月
2
4
日
の
乗
船
は
1
7
時
だ
が
、
船
は
1
3
時
に
神
戸
港
に

入
港
。
こ
れ
か
ら
の
4
時
間
、
乗
船
ま
で
の
間
を
利
用
し
て

客
船
と
ク
ル
ー
ズ
の
魅
力
を
P
R
し
よ
う
と
、
日
本
外
航
客

船
協
会
や
神
戸
市
客
船
誘
致
協
会
な
ど
の
企
画
で
、
「
ク
ル
ー

ズ
文
化
講
演
会
」
が
船
内
で
行
な
わ
れ
た
。

世
界
の
ソ
ム
リ
エ
・
田
崎
真
也
さ
ん
は
、
船
旅
の
楽
し
み

方
と
し
て
、
何
に
も
し
な
い
で
過
ご
す
の
が
休
み
の
醍
醐
味
。
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ク
ル
ー
ズ
は
、
そ
の
意
味
で
は
最
高
の
休
み
時
間
の
過
ご
し

方
だ
と
言
っ
て
、
船
旅
を
ア
ピ
ー
ル
。
船
乗
り
さ
ん
に
な
る

こ
と
が
夢
だ
っ
た
と
い
う
田
崎
さ
ん
ら
し
い
お
話
。
次
い
で

中
山
船
長
は
、
美
し
い
港
の
条
件
は
背
後
の
景
色
の
美
し
い

こ
と
だ
。
ケ
ー
プ
タ
ウ
ン
は
思
い
出
に
残
る
世
界
で
も
最
高

の
港
だ
と
思
う
と
語
っ
た
後
、
神
戸
も
緑
の
多
い
六
甲
山
が

あ
っ
て
美
し
い
港
だ
、
と
持
ち
上
げ
た
。
お
世
辞
で
も
い
い
、

嬉
し
い
発
言
。

講
演
の
後
、
神
戸
市
か
ら
の
ワ
イ
ン
の
贈
り
物
や
船
長
か

ら
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
抽
選
で
参
加
者
に
配
ら
れ
る
な
ど
、
盛

り
上
が
っ
た
中
で
お
開
き
と
な
り
、
後
は
三
三
五
五
船
内
見

学
を
楽
し
ん
だ
。
こ
の
よ
う
な
催
し
を
で
き
る
だ
け
多
く
持

っ
て
、
ク
ル
ー
ズ
の
普
及
を
勧
め
て
欲
し
い
も
の
で
あ
る
。

【
初
め
て
の
夜
を
楽
し
む
】

乗
船
早
々
、
第
一
夜
の
デ
ィ
ナ
ー
タ
イ
ム
。
船
に
乗
れ
ば
、

何
と
言
っ
て
も
食
事
で
あ
る
。
こ
の
良
し
悪
し
が
そ
の
ク
ル

ー
ズ
の
評
価
を
決
め
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
取
材

で
乗
船
さ
れ
た
神
戸
新
聞
の
伊
丹
記
者
と
ご
一
緒
し
て
ク
ル

ー
ズ
談
義
を
し
な
が
ら
の
ひ
と
時
。
適
度
に
ア
ル
コ
ー
ル
も

回
っ
て
、
ま
ず
は
い
い
気
分
で
過
ご
す
。
周
囲
を
見
渡
し
て

も
、
そ
れ
ぞ
れ
に
談
笑
で
弾
ん
で
い
る
。
こ
の
船
旅
は
、
ま

ず
成
功
間
違
い
な
し
、
と
言
い
た
い
と
こ
ろ
だ
っ
た
が
、
台

風
2
4
号
が
台
湾
近
辺
に
停
滞
し
て
い
て
、
隙
あ
ら
ば
南
西
諸

島
を
狙
う
態
勢
と
か
、
今
年
は
ほ
と
ほ
と
台
風
の
当
た
り
年

な
の
か
、
若
干
心
配
な
と
こ
ろ
。
船
長
か
ら
も
運
航
ス
ケ
ジ

エ
ー
ル
の
変
更
可
能
性
あ
り
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
。

2
1
時
、
乗
船
客
た
ち
は
、
鋤
鍋
の
音
と
と
も
に
デ
ッ
キ
に

勢
揃
い
。
フ
ィ
リ
ピ
ー
ノ
の
バ
ン
ド
・
ド
ル
フ
ィ
ン
ズ
で
い

や
が
上
に
も
盛
り
上
が
る
。
い
ろ
い
ろ
け
ち
を
付
け
ら
れ
て

い
る
神
戸
港
第
四
突
堤
だ
が
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
だ
け
を
捉
え
て

み
れ
ば
、
国
内
で
は
ぴ
か
一
で
あ
る
。
惜
し
む
ら
く
は
ロ
ケ

ー
シ
ョ
ン
が
悪
い
こ
と
に
尽
き
る
。
こ
こ
は
中
突
堤
が
早
く

整
備
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
こ
う
。

さ
て
さ
て
忙
し
い
。
次
は
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ナ
ー
の
演
奏
を

楽
し
む
も
の
、
ダ
ン
ス
タ
イ
ム
を
楽
し
む
も
の
、
カ
ジ
ノ
に

熱
中
す
る
も
の
と
そ
れ
ぞ
れ
に
更
け
行
く
夜
を
過
ご
す
。

【
瀬
戸
内
の
朝
・
来
島
海
峡
大
橋
】

瀬
戸
内
は
で
き
れ
ば
明
る
い
時
間
帯
に
ク
ル
ー
ズ
し
た
い

も
の
。
し
か
し
、
神
戸
港
を
昨
夜
遅
く
出
航
し
た
こ
と
で
も

あ
り
、
残
念
な
が
ら
瀬
戸
大
橋
は
ま
だ
闇
の
中
。
夜
明
け
は

来
島
海
峡
の
手
前
に
な
る
。
朝
食
も
そ
こ
そ
こ
に
デ
ッ
キ
に

出
て
み
る
。

潮
の
流
れ
が
速
く
渦
巻
い
て
い
る
の
が
よ
く
分
か
る
。
少

し
か
す
ん
だ
空
模
様
の
中
を
、
船
は
1
4
ノ
ッ
ト
で
通
過
す
る
。

道
路
単
独
橋
な
の
で
ス
レ
ン
ダ
ー
で
美
し
い
。
ブ
リ
ッ
ジ
か

ら
の

〃
中
山
船
長
お
は
よ
う
ト
ー
ク
〃

を
聞
き
な
が
ら
橋
を

く
ぐ
る
。

【
玉
岡
か
お
る
さ
ん
の
ト
ー
ク
】

お
昼
前
の
ひ
と
時
、
玉
岡
か
お
る
さ
ん
が

「
文
学
で
め
ぐ

る
世
界
ク
ル
ー
ズ
」

と
題
し
て
講
演
。
楽
し
い
語
り
口
で
ホ

ドルフィンズの演奏で楽しむ出航のひと時

来島海峡大橋に差しかかるにっぽん丸

重岡かおるさんの楽しいトーク
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ー
ル
を
埋
め
尽
く
し
た
聴
衆
を
魅
了
す
る

に
十
分
の
内
容
。
さ
す
が
に
「
月
刊
神
戸

っ
子
」
ご
推
薦
の
売
れ
っ
子
作
家
で
は
あ

る
。

【
船
は
太
平
洋
へ
】

佐
田
岬
を
抜
け
る
と
い
よ
い
よ
太
平
洋

だ
。
白
波
こ
そ
立
た
な
い
も
の
の
、
若
干

の
ロ
ー
リ
ン
グ
が
始
ま
っ
た
。
台
風
情
報

は
と
フ
ロ
ン
ト
に
行
く
と
、
台
湾
付
近
か

ら
進
路
を
東
に
振
り
、
明
日
夕
刻
に
は
奄

船長主催のカクテルパーティー

パーティーでのとりどりのカクテル

84

美
大
島
に
接
近
す
る
と
い
う
で
は
な
い
か
。
と
す
る
と
、
こ
の

船
は
、
奄
美
大
島
で
足
止
め
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
を
避

け
る
た
め
に
船
脚
を
速
め
て
、
朝
早
く
に
名
瀬
港
に
入
港
す
る

こ
と
に
す
る
と
い
う
。
そ
れ
か
ら
先
は
、
台
風
の
進
み
具
合
に

合
わ
せ
て
考
え
る
と
い
う
こ
と
だ
。
出
航
時
の
心
配
が
そ
の
通

り
に
な
り
そ
う
で
あ
る
。

だ
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
ん
な
心
配
ば
か
り
し
て
い
て
も
仕

方
が
な
い
、
そ
こ
は
船
に
任
せ
て
ケ
セ
ラ
セ
ラ
だ
。
今
夜
は

船
長
主
催
の
カ
ク
テ
ル
・
パ
ー
ア
ィ
ー
。
そ
れ
に
備
え
昼
寝

で
も
し
て
3
時
に
な
っ
た
ら
大
浴
場
に
で
も
行
く
と
し
よ
う
。

終
日
航
海
の
続
く
日
は
、
船
内
で
の
催
し
が
多
い
。
お
は

よ
う
体
操
に
始
ま
っ
て
、
船
内
ク
イ
ズ
大
会
、
デ
ッ
キ
で
は

輪
投
げ
大
会
、
毎
夜
の
ダ
ン
ス
タ
イ
ム
に
備
え
て
の
ソ
シ
ア

ル
ダ
ン
ス
教
室
、
大
島
紬
の
展
示
と
着
付
け
体
験
、
諮
漬
「
屋

久
島
の
自
然
」
、
ブ
リ
ッ
ジ
や
エ
ン
ジ
ン
ル
ー
ム
の
見
学
、
マ

ジ
ッ
ク
教
室
。
デ
ィ
ナ
1
の
後
は
、
メ
イ
ン
シ
ョ
l
 
、
カ
ジ

ノ
、
ナ
イ
ト
シ
ア
タ
ー
、
ソ
シ
ア
ル
ダ
ン
ス
タ
イ
ム
。
と
、

と
て
も
と
て
も
全
部
に
顔
出
し
な
ん
か
で
き
そ
う
に
な
い
。

【
船
長
主
催
カ
ク
テ
ル
・
パ
ー
テ
ィ
⊥

1
8
時
か
ら
は
船
長
主
催
の
カ
ク
テ
ル
・
パ
エ
ア
ィ
ー
。
中

山
船
長
の
歓
迎
挨
拶
に
始
ま
り
、
専
属
バ
ン
ド
・
ド
ル
フ
ィ

ン
ズ
の
演
奏
で
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
明
日

の
午
後
に
は
奄
美
に
台
風
が
接
近
す
る
と
あ
っ
て
、
今
後
の

全
て
の
予
定
を
変
更
す
る
と
い
う
船
長
の
言
葉
。
結
局
、
奄

美
滞
在
は
、
午
前
中
の
み
と
な
り
、
慌
し
い
奄
美
訪
問
と
な

り
そ
う
だ
。
続
い
て
、
ウ
エ
ル
カ
ム
・
デ
ィ
ナ
ー
。
今
夜
は
、

玉
岡
か
お
る
さ
ん
も
テ
ー
ブ
ル
が
ご
一
緒
と
あ
っ
て
、
神
戸

新
聞
の
伊
丹
記
者
ら
と
昨
夜
に
続
く
ク
ル
ー
ズ
談
義
を
楽
し

ま
せ
て
も
ら
っ
た
。
以
後
は
、
明
朝
に
備
え
て
早
く
休
む
こ

と
に
す
る
。

【
奄
美
大
島
で
の
歓
迎
行
事
】

昨
夜
は
台
風
の
影
響
が
心
配
さ
れ
た
が
、
船
は
嘘
の
よ
う

に
ま
っ
た
く
揺
れ
も
な
く
静
か
な
航
海
だ
っ
た
。
朝
7
時
、

に
つ
ぼ
ん
丸
は
奄
美
大
島
・
名
瀬
港
に
入
港
。

8
時
、
名
瀬
市
か
ら
は
出
張
中
の
市
長
に
代
わ
っ
て
浜
田

助
役
以
下
の
皆
さ
ん
が
わ
れ
わ
れ
の
歓
迎
の
た
め
船
に
訪
ね

て
来
ら
れ
ご
挨
拶
。
本
来
な
ら
今
夜
出
航
前
に
予
定
さ
れ
て

い
た
歓
迎
行
事
を
朝
に
変
更
し
、
奄
美
の
島
唄
を
披
露
し
て

の
熱
烈
歓
迎
。
心
の
こ
も
っ
た
お
も
て
な
し
は
、
さ
す
が
に

胸
に
渉
み
る
。

【
名
瀬
市
役
所
表
敬
】

1
0
時
、
市
役
所
に
浜
田
助
役
を
表
敬
。
神
戸
市
企
画
の
市

民
ク
ル
ー
ズ
並
び
に
「
月
刊
神
戸
っ
子
」
企
画
の
神
戸
っ
子

ク
ル
ー
ズ
で
表
敬
し
た
旨
告
げ
る
と
と
も
に
、
神
戸
港
発
着

の
ク
ル
ー
ズ
を
今
ま
で
以
上
に
活
発
に
し
た
い
こ
と
、
2
0

0
6
年
2
月
に
は
神
戸
空
港
が
開
港
す
る
の
で
、
ぜ
ひ
と
も

神
戸
-
奄
美
大
島
・
屋
久
島
へ
の
定
期
便
を
開
設
し
、
海
・

空
両
面
か
ら
の
交
流
を
も
っ
と
深
め
て
ゆ
き
ま
し
ょ
う
と
話

し
合
っ
た
。
浜
田
助
役
は
、
私
ど
も
も
か
ね
て
か
ら
大
阪
便

を
2
便
体
制
に
戻
す
よ
う
航
空
会
社
に
申
し
入
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
か
ら
は
共
同
し
て
当
た
る
こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
、
と
提

案
さ
れ
た
。

充
実
し
た
歓
談
の
後
、
限
ら
れ
た
時
間
を
珊
瑚
礁
の
美
し

い
大
浜
海
浜
公
園
に
案
内
し
て
い
た
だ
い
た
。
深
謝
。
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【
台
風
2
4
号
の
渦
中
に
巻
き
込
ま
れ
た
に
っ
ぽ
ん
丸
】

1
2
時
0
0
分
、
に
つ
ぽ
ん
丸
は
台
風
を
避
け
て
予
定
よ
り
的

時
間
も
早
い
出
航
と
相
成
っ
た
。
船
長
の
談
話
に
よ
る
と
、

東
シ
ナ
海
に
出
た
船
は
、
白
波
の
立
つ
海
原
を
一
路
鹿
児
島

湾
へ
と
急
ぐ
と
い
う
。
こ
ち
ら
は
そ
ん
な
こ
と
に
は
お
構
い

な
し
。
競
馬
ゲ
ー
ム
を
楽
し
ん
だ
り
、
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
を
寛

い
だ
り
と
至
っ
て
の
ん
気
な
も
の
。

船
は
、
最
初
の
う
ち
こ
そ
台
風
の
追
い
風
に
押
さ
れ
て
自

力
以
上
に
快
走
し
て
い
た
が
、
熱
帯
低
気
圧
に
落
ち
ぶ
れ
た

と
は
い
え
、
そ
の
速
度
に
は
か
な
わ
な
い
。
次
第
に
追
い
つ

か
れ
遂
に
そ
の
渦
中
に
巻
き
込
ま
れ
て
し
ま
っ
た
の
だ
か
ら

大
変
。
時
化
で
大
揺
れ
の
中
を
お
よ
そ
4
̃
5
時
間
、
難
行

苦
行
。
乗
船
客
の
皆
さ
ん
も
デ
ィ
ナ
ー
に
は
半
分
ぐ
ら
い
し

か
出
て
こ
れ
な
い
有
様
。
し
か
し
、
夜
も
更
け
て
く
る
と
そ

の
台
風
崩
れ
の
熱
低
と
も
遠
ざ
か
り
波
も
次
第
に
治
ま
っ
て

き
た
。
こ
う
な
る
と
人
間
っ
て
何
て
気
ま
ま
な
も
の
、
カ
ジ

ノ
に
行
っ
て
み
る
と
大
勢
来
て
る
来
て
る
。
結
局
タ
イ
ム
オ

ー
バ
ー
ま
で
遊
ば
せ
て
も
ら
っ
て
ち
ょ
っ
ぴ
り
稼
が
せ
て
い

た
だ
き
、
明
日
の
軍
資
金
を
蓄
え
て
自
室
に
帰
る
。

【
屋
久
島
入
港
断
念
、
鹿
児
島
港
に
避
難
入
港
】

こ
の
よ
う
な
わ
け
で
、
最
初
に
案
じ
ら
れ
た
と
お
り
、
結

局
屋
久
島
に
は
寄
航
で
き
ず
、
約
束
し
て
い
た
屋
久
町
の
日

高
町
長
に
は
会
え
ず
じ
ま
い
。
も
っ
と
も
、
町
長
の
方
も
出

張
先
の
鹿
児
島
か
ら
帰
れ
な
い
の
で
助
役
で
対
応
さ
せ
て
く

だ
さ
い
、
と
の
連
絡
が
船
に
入
り
、
お
互
い
行
き
違
い
と
い

う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
楽
し
み
に
し
て
い
た
日
高
町

長
と
の
三
年
ぶ
り
の
再
会
を
果
た
せ
ず
、
空
港
開
港
を
契
機

に
神
戸
市
と
の
海
と
空
か
ら
の
一
層
の
交
流
を
深
め
た
い
と

い
う
意
思
の
伝
達
も
で
き
ず
じ
ま
い
。
残
念
だ
が
、
後
日
書

面
を
認
め
る
こ
と
に
し
よ
う
。

乗
船
客
は
、
屋
久
島
に
代
え
て
鹿
児
島
観
光
を
楽
し
む
こ

と
に
な
っ
た
が
、
船
長
さ
ん
も
抜
か
り
が
な
い
。
「
皆
さ
ん
、

屋
久
島
は
、
次
の
機
会
に
大
切
に
と
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

そ
し
て
、
再
び
こ
の
船
上
で
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
」
と
、
フ

ェ
ア
ウ
ェ
ル
・
パ
ー
テ
ィ
ー
で
の
お
詫
び
と
も
お
礼
と
も
つ

か
な
い
ご
挨
拶
。

【
無
事
、
神
戸
港
に
帰
還
】

い
ろ
い
ろ
と
ハ
プ
ニ
ン
グ
の
続
い
た
ク
ル
ー
ズ
だ
っ
た
が
、

最
初
か
ら
台
風
2
4
号
目
が
け
て
の
出
航
だ
っ
た
だ
け
に
、
よ

く
ま
あ
無
事
に
、
そ
し
て
曲
が
り
な
り
に
も
皆
さ
ん
満
足
し

て
帰
港
で
き
た
も
の
と
感
じ
入
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
考
え

よ
う
に
よ
っ
て
は
、
充
実
し
た
?
船
内
生
活
と
い
う
ク
ル
ー

ズ
の
別
の
楽
し
み
も
味
わ
え
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
恐
ら
く
、

皆
さ
ん
は
、
こ
れ
に
懲
り
ず
リ
ピ
ー
タ
ー
に
な
ら
れ
る
の
で

は
な
い
か
と
い
う
の
が
、
ク
ル
ー
ズ
を
終
え
て
の
私
の
感
想

で
あ
る
。

【
次
回
市
民
ク
ル
ー
ズ
・
神
戸
っ
子
ク
ル
ー
ズ
の
予
告
】

さ
し
ず
め
、
今
年
3
月
2
3
̃
2
7
日
に
は
、
N
H
K
の
大
河

ド
ラ
マ

「
義
経
」

に
あ
や
か
っ
た
春
の
瀬
戸
内
紀
行
-
源
平

ゆ
か
り
の
地
を
訪
ね
て
ー
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ク
ル

ー
ズ
で
は
、
「
月
刊
神
戸
っ
子
」
ご
推
薦
の
上
原
ま
り
さ
ん
の

琵
琶
演
奏
が
楽
し
め
る
の
も
お
見
逃
し
な
く
。

詳
し
く
は
、
本
誌
1
2
0
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

名瀬市浜闇助役の歓迎挨拶

名瀬苗の歓迎行軍・島唄の演奏

名瀬市の美しい大浜海浜公園
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■
エ
ッ
セ
ー
/
コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ
プ
の
耳

竜
之
せ
ん

出
石

ア
カ
ル

絵
・
菅

原

洗

人

題
字
・
六

車

明

峰

86

「
断
崖
の
洞
穴
に
住
ん
で
た
の
。
目
の
前
に
は
太
平
洋
の

大
海
原
。
入
り
口
に
む
し
ろ
を
垂
ら
し
て
ワ
ラ
や
海
草
を

敷
い
た
寝
床
に
横
に
な
る
と
ね
、
の
び
の
び
と
し
た
も
ん

だ
っ
た
。
波
の
音
が
子
守
歌
み
た
い
で
ね
。
朝
は
海
水
で

顔
を
洗
っ
て
歯
を
磨
く
ん
だ
。
岩
場
の
カ
ニ
に
、
お
早
う

さ
ん
と
声
を
か
け
な
が
ら
ね
」

こ
の
欄
の
絵
を
描
い
て
下
さ
っ
て
い
る
、
神
戸
垂
水
の

洋
画
家
、
翫
鵜
繕
兄
さ
ん
8
2
歳
。

サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
の
よ
う
な
白
い
髭
。
少
し
目
尻
の
下

が
っ
た
限
り
な
く
優
し
い
眼
差
し
。
わ
た
し
が
洗
人
さ
ん

の
絵
と
人
柄
に
ひ
か
れ
て
フ
ァ
ン
に
な
っ
て
か
ら
、
も
う

4
0
年
近
く
に
な
る
だ
ろ
う
か
。

生
ま
れ
は
山
形
県
。
1
2
歳
の
時
に
家
を
出
て
、
以
来
、

度
々
職
を
変
え
な
が
ら
放
浪
生
活
に
明
け
暮
れ
る
。

大
工
見
習
い
、
荷
役
、
貨
物
船
貝
、
印
刷
工
、
鉄
工
所

工
員
な
ど
な
ど
。
戦
後
は
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
マ
ン
や
、
リ
ヤ

カ
ー
を
利
用
し
て
の
飴
売
り
ま
で
も
。
数
え
上
げ
れ
ば
切

り
が
な
い
。

「
放
浪
の
途
中
で
、
母
が
鉛
筆
な
め
な
め
書
い
た
手
紙
を

く
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
の
。
次
々
と
仕
事
を
変
え
る
ぼ
く

の
こ
と
を
心
配
し
て
る
ん
だ
。
そ
れ
を
読
む
と
涙
が
に
じ

ん
で
く
る
ん
だ
け
ど
、
性
格
は
ど
う
し
よ
う
も
な
く
て
ね
」
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し
か
し
戦
争
が
洗
人
さ
ん
を
故
郷
へ
帰
す
。
軍
隊
に
入

る
が
結
核
に
な
り
、
何
度
も
喀
血
し
て
死
を
覚
悟
す
る
。

そ
し
て
終
戦
。

「
食
べ
物
が
な
く
て
ね
。
だ
け
ど
赤
蛙
が
い
い
と
聞
い
た

か
ら
、
見
つ
け
次
第
捕
ま
え
て
食
べ
た
の
。
皮
を
む
い
て

焼
い
て
、
醤
油
を
つ
け
て
毎
日
の
よ
う
に
食
べ
た
の
。
金

網
の
上
で
焼
く
と
、
筋
肉
が
収
縮
し
て
、
手
を
合
わ
せ
て

拝
ん
で
る
よ
う
に
見
え
る
ん
だ
。
ぼ
く
も
手
を
合
わ
せ
て

食
べ
さ
せ
て
も
ら
っ
た
の
」

そ
う
す
る
う
ち
に
流
人
さ
ん
、
ま
た
放
浪
の
虫
が
動
き

は
じ
め
て
、
半
病
人
の
ま
ま
で
旅
に
出
て
し
ま
う
。
ま
さ

に
死
出
の
旅
で
あ
る
。

と
に
か
く
暖
か
い
所
へ
と
向
か
う
の
だ
が
、
旅
を
す
る

に
も
先
立
つ
も
の
は
何
と
や
ら
。

「
裕
福
そ
う
な
家
へ
行
っ
て
、
『
旅
を
し
な
が
ら
絵
の
勉

強
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
費
用
の
た
め
に
、
も
し
気
に
入

っ
た
絵
が
あ
っ
た
ら
お
買
い
上
げ
く
だ
さ
い
』
と
言
っ
て
、

一
枚
二
十
円
で
買
っ
て
も
ら
っ
た
の
。
う
れ
し
か
っ
た
ね

え
。
初
め
は
勇
気
が
い
っ
た
け
ど
ね
。
だ
け
ど
そ
れ
だ
け

で
は
足
り
な
く
て
、
自
転
車
の
名
前
書
き
も
や
っ
た
ん
だ
。

泥
よ
け
を
短
く
切
っ
た
の
に
見
本
を
書
い
て
、
そ
れ
を
見

せ
て
注
文
を
取
っ
て
ね
。
こ
れ
は
五
十
円
も
ら
え
た
ん
だ
。

絵
よ
り
も
高
か
っ
た
の
よ
」

そ
ん
な
こ
と
を
し
な
が
ら
洗
人
さ
ん
、
流
れ
流
れ
て
南

紀
勝
浦
に
た
ど
り
着
い
て
、
冒
頭
の
洞
穴
ぐ
ら
し
の
話
に

な
る
の
で
あ
る
。

近
在
の
町
に
絵
を
売
り
に
歩
い
て
は
洞
穴
へ
戻
っ
て
寝

る
と
い
う
生
活
を
す
る
の
だ
が
、
や
が
て
ま
た
次
の
場
所

を
求
め
て
旅
立
っ
て
し
ま
う
。

「
古
道
具
屋
で
錆
び
た
リ
ヤ
カ
1
を
買
っ
て
、
そ
の
上
に

拾
い
集
め
た
板
切
れ
で
小
屋
を
作
っ
た
の
。
屋
根
に
は
、

こ
れ
も
拾
っ
た
ゴ
ム
合
羽
を
張
っ
て
雨
漏
り
し
な
い
よ
う

に
し
て
ね
。
自
分
の
家
が
持
て
て
、
し
か
も
ど
こ
へ
で
も

行
け
て
、
好
き
な
場
所
で
寝
ら
れ
る
ん
だ
と
思
う
と
、
ホ

ン
ト
う
れ
し
か
っ
た
よ
。
今
か
ら
思
う
と
、
ま
る
で
カ
タ

ツ
ム
リ
だ
っ
た
け
ど
ね
」

神
戸
に
た
ど
り
着
い
た
の
が
昭
和
2
8
年
秋
。

「
い
ろ
ん
な
人
に
世
話
に
な
っ
て
、
リ
ヤ
カ
ー
の
家
を
落

ち
着
け
た
の
が
、
偶
然
に
も
あ
の
小
磯
良
平
さ
ん
の
屋
敷

跡
の
空
き
地
だ
っ
た
の
。
そ
こ
を
世
話
し
て
く
れ
た
人
が

『
早
く
ち
ゃ
ん
と
し
た
家
に
住
ん
で
絵
が
描
け
た
ら
い
い

の
に
ね
』

と
言
っ
て
く
れ
た
の
が
今
も
忘
れ
ら
れ
な
い
」

そ
の
後
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
を
重
ね
て
、
毎
年
の
よ
う
に
フ

ラ
ン
ス
へ
絵
の
修
行
に
。
や
が
て
そ
の
フ
ラ
ン
ス
で
、
度
々

の
入
選
を
果
た
し
、
つ
い
に
は
平
成
二
年
、
栄
え
あ
る
「
ド

ユ
ー
ヴ
ィ
ル
国
際
グ
ラ
ン
プ
リ
」
を
受
賞
す
る
に
至
る
。

そ
れ
も
、
あ
の
若
き
日
の
辛
酸
の
体
験
が
あ
っ
た
か
ら
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
今
や
神
戸
を
代
表
す
る
画
家
に
な
ら

れ
て
わ
た
し
は
う
れ
し
く
て
仕
方
が
な
い
。

そ
の
洗
人
さ
ん
が
こ
の
度
、
自
伝
『
四
角
い
太
陽
』

(
発

行
所
・
ギ
ャ
ラ
リ
1
島
田
)

を
出
版
さ
れ
た
。
自
ら
を
飾

ら
ず
、
赤
裸
々
に
綴
ら
れ
た
文
章
は
、
わ
た
し
の
こ
の
小

文
よ
り
、
十
倍
も
百
倍
も
お
も
し
ろ
い
。

い
ず
し
・
あ
か
る

4
3
年
兵
庫
県
生
ま
れ
。
「
風
媒
花
」

「
火
睦
日
」
同
人
。
兵
庫
県

現
代
詩
協
会
会
員
。
詩
集
「
コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ
プ
の
耳
」

(
編
集
工
房
ノ
ア
刊
)

に
で
、

2
0
0
2
年
度
第
3
 
1
回
ブ
ル
ー
メ
ー
ル
賞
文
学
部
門
受
賞
。
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●
月
刊
神
戸
っ
子
震
災
1
 
0
年
記
念
特
集
③

震
災
的
年
的
O
字
メ
ッ
セ
ー
ジ

(
順
不
同
・
敬
称
略
)

88

酉
年

(
震
災
的
年
)

は
飛
躍
の
年

林
同
春

(
神
戸
華
僑
総
会
名
誉
会
長
)

金
鶏
報
暁

(
ジ
ン
チ
ー
パ
オ
シ
ャ
オ
)

金
鶏
は
、
暁
に
時
を
報
じ
る
こ
と
か

ら
、
中
国
で
は
、
西
の
年
は
明
る
く
な

り
、
好
機
を
も
た
ら
す
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
年
は
震
災
1
0
周
年
の
酉
年
で
す
。

こ
の
一
年
が
私
達
に
と
っ
て
明
る
く
、

飛
躍
の
年
に
な
る
こ
と
を
信
じ
ま
す
。

生
き
て
い
る
こ
と
に
感
謝

中
村
節

(
月
刊
神
戸
っ
子
O
B
)

形
あ
る
も
の
は
風
化
し
て
土
に
還
り

ま
す
が
、
心
の
内
に
あ
る
も
の
は
、
刻

が
経
つ
に
つ
れ
、
明
確
な
存
在
に
な
っ

て
ゆ
き
ま
す
。

今
、
生
き
て
在
る
事
に
感
謝
し
て
、

己
も
他
も
大
切
に
接
し
て
ゆ
き
た
い
と
、

し
み
じ
み
思
う
今
日
比
頃
で
す
。

洗
練
さ
れ
た
神
戸
人
の
智
と
努
力

柳
本
憩

(
ブ
テ
ィ
ッ
ク
小
公
女
)

神
戸
の
町
は
美
し
い
不
死
鳥
だ
。
そ

の
昔
の
大
水
害
、
大
空
襲
、
そ
し
て
大

震
災
と
幾
度
か
の
壊
滅
的
な
災
害
か
ら

立
ち
上
り
、
以
前
に
も
増
す
魅
力
あ
る

街
に
な
っ
て
ゆ
く
。
し
か
し
そ
れ
に
は

洗
練
さ
れ
た
神
戸
人
の
、
智
と
、
精
神

と
、
必
死
の
努
力
が
有
る
事
を
私
達
は

忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
1
0
年
を
経
た

今
、
私
は
“
神
戸
っ
子
か

で
良
か
っ
た
ー
・

…
と
誇
り
に
感
じ
て
居
り
ま
す
。

元
気
な
神
戸
を
取
り
戻
そ
う

上
川
庄
二
郎

(
大
学
講
師
)

悪
夢
の
よ
う
な
あ
の
一
日
は
終
生
忘

れ
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
何
時
ま
で
も
引
き
ず
っ
て

は
お
ら
れ
な
い
。
神
戸
に
早
く
元
気
を

取
り
戻
そ
う
。

そ
の
た
め
に
も
、
月
刊
神
戸
っ
子
の

火
を
消
し
て
は
な
ら
な
い
。

人
と
自
然
と
科
学
の
融
合
忘
れ
ず

大
西
節
子

(
デ
ザ
イ
ナ
ー
)

久
し
ぶ
り
に
海
鳴
り
に
目
を
覚
ま
す
。

海
の
開
発
が
進
む
に
つ
れ
こ
の
冬
の

風
物
詩
は
耳
に
し
な
く
な
っ
た
。
数
分

後
大
き
な
ゆ
れ
が
来
た
。
つ
り
天
井
が

お
ち
る
-
雨
戸
が
は
ず
れ
る
と
ひ
ら
ひ

ら
と
庭
に
雪
が
舞
う
。
人
と
自
然
と
科

学
の
融
合
は
忘
れ
ら
れ
て
は
な
ら
な
い

ー
と
瞬
時
の
思
い
で
あ
っ
た
。

1
0
年
目
に
も
「
フ
ァ
イ
ト
」

の
灯

西
本
克
彦
一
㈱
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
祁
一
木
表
取
締
役
社
茎

光
を
失
っ
た
町
に
客
室
の
明
か
り
で

「
フ
ァ
イ
ト
」

の
文
字
を
灯
し
市
民
に

エ
ー
ル
を
送
っ
た
1
0
年
前
。

今
年
再
び
夜
空
に
灯
し
た

「
フ
ァ
イ

ト
」

の
文
字
に
は
互
い
に
支
え
あ
っ
た

当
時
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
こ
れ
か
ら
も

が
ん
ば
ろ
う
と
い
う
思
い
を
込
め
ま
し

た
。
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震
災
後
毎
朝
五
時
四
十
六
分
に
梵
鐘
を
撞
く

浄
徳
専
任
職
・
宇
賀
芳
樹
氏

撮
影
/
菊
池
満
(
写
真
家
)
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世
界
か
ら
「
再
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

木
村
重
信

(
兵
庫
県
立
美
術
館
館
長
)

震
災
復
興
1
0
周
年
記
念
国
際
公
募
展

「
兵
庫
国
際
絵
画
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
」

が
1
月
1
7
日
̃
2
月
2
0
日
に
兵
庫
県
立

美
術
館
で
催
さ
れ
る
。
8
1
カ
国
か
ら
約

8
0
0
0
点
の
応
募
が
あ
り
、
1
0
1

点
が
入
選
し
た
。
世
界
の
人
々
の

「
再

生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

で
あ
る
。

毎
朝
五
時
四
十
六
分
に
梵
鐘
を

字
賀
芳
樹

(
浄
徳
寺
住
職
)

鎮
魂
と
震
災
を
風
化
さ
せ
な
い
よ
う

に
毎
朝
五
時
四
十
六
分
梵
鐘
を
撞
い
て

九
年
。
あ
の
年
の
一
月
二
十
日
、
須
磨

公
民
館
で
五
十
有
飴
の
御
遺
体
に
経
を

捧
げ
た
こ
と
が
、
脳
裏
か
ら
離
れ
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
特
に
母
子
抱
き
合

っ
た
姿
は
…
。

感
謝
の
気
持
忘
れ
ず
地
域
貢
献
を

中
内
仁
一
㈱
坦
景
1
ト
ビ
ア
ホ
テ
ル
代
表
取
締
役
社
長
一

的
年
前
の
あ
の
日
、
現
実
で
な
い
幻

想
の
世
界
に
い
る
よ
う
で
し
た
。
今
日

こ
こ
に
至
る
迄
支
え
て
下
さ
っ
た
人
と

街
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
感
謝
の
心
を

忘
れ
ず
に
改
め
て
社
員
一
同
と
心
を
合

わ
せ
て
地
域
に
貢
献
す
る
事
業
を
推
進

し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
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鯉
川
山
手
の
街
づ
く
り
を
み
ん
な
で

天
野
桂
子

(
別
排
の
店
な
で
し
こ
)

1
月
の
3
1
日
か
ら
お
店
を
再
開
し
て

お
客
さ
ま
に
喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

平
成
1
3
年
9
月
か
ら
、
鯉
川
山
手
街

づ
く
り
会
を
立
ち
あ
げ
て
、
み
な
さ
ん

と
一
緒
に
活
性
化
の
た
め
に
頑
張
っ
て

い
ま
す
。

ボ
ン
テ
ベ
ル
レ
の
イ
ベ
ン
ト
も
4
月

2
3
日

(
土
)

に
。

戦
友
の
輪

(
和
)

を
全
国
で

宮
田
達
夫

(
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
)

戦
友
だ
よ
ね
、
戦
友
は
何
も
言
わ
な

く
て
も
互
に
判
る
ん
だ
よ
な
ァ
。
地
震

を
経
験
し
た
者
同
士
の
会
話
は
、
そ
れ

程
ツ
ー
カ
ー
で
理
解
の
早
い
も
の
。
連

帯
感
が
一
致
し
て
し
ま
う
程
の
出
来
事

だ
っ
た
。

こ
の
戦
友
が
全
国
各
地
で
手
を
結
べ

ば
強
力
な
輪

(
和
)

が
生
ま
れ
る
。

震
災
1
0
年
を
糧
だ
社
会
の
厳
し
さ

束
村
衛
(
社
会
福
祉
法
人
二
人
同
心
会
理
事
長
)

月
刊
神
戸
っ
子
が
事
実
上
の
倒
産
の

憂
き
目
を
み
た
。
震
災
1
0
年
を
経
た
社

会
の
現
実
の
厳
し
さ
の
一
面
を
み
た
思

い
だ
。

小
泉
さ
ん
の
気
持
ち
な
り
関
係
者
の

意
見
の
是
非
は
と
も
か
く
、
こ
の
度
、

石
阪
先
生
を
代
表
者
と
し
て
本
が
発
行

さ
れ
た
こ
と
は
何
よ
り
だ
っ
た
と
思
う
。

言
葉
は
光
で
す

鈴
木
漠

(
詩
人
)

言
葉
は

例
え
ば

鳩
が
蜘
え
て
帰
っ
て
く
る

オ
リ
ー
ヴ
の
若
葉
で
す

言
葉
は

光
の
一
形
態

言
葉
の
復
活
か
ら

す
べ
て
の
再
生
は

始
ま
り
ま
す

震
災
祈
念
の
ア
ー
ト
を
べ
ネ
チ
ァ
で

鴫
本
昭
三

(
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
)

昨
年
ベ
ネ
チ
ァ
で
震
災
祈
念
の

「
女

拓
」
を
行
い
、
ベ
ネ
チ
ァ
ビ
エ
ン
ナ
ー

レ
の
殿
堂
美
術
館
の
所
蔵
と
な
り
ま
し

た
。

2
0
0
5
年
は
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
に
先

ん
じ
て
現
地
で
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
提
供

さ
れ
、
多
く
の
裸
の
女
性
と
共
に
震
災

祈
念
の
ア
ー
ト
を
行
い
ま
す
。

地
震
の
絆

三
条
杜
夫

(
放
送
作
家
)

震
災
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
「
い
の
ち
結
ん

で
」
を
出
版
し
た
私
が
、
耐
震
住
宅
の

考
案
者
・
大
出
正
廣
氏
と
巡
り
会
い
、

サ
ン
テ
レ
ビ
で
「
オ
ー
シ
ャ
ン
ホ
ー
ム
」

の
耐
震
重
量
鉄
骨
住
宅
の
普
及
に
ひ
と

役
買
う
事
と
な
っ
た
の
も
地
震
の
絆
?

神
戸
は
昔
の
恋
人

宮
川
光
世

(
月
刊
神
戸
っ
子
O
B
)

か
つ
て
歩
き
回
っ
て
飲
み
回
っ
て
、

い
っ
ぱ
い
遊
び
回
っ
た
美
し
い
街
の
無

残
な
姿
は
哀
し
か
っ
た
。
失
恋
に
似
た

気
分
で
沖
縄
移
住
を
決
心
。
1
0
年
目
の

今
、
帰
る
度
に
阪
神
間
で
三
宮
で
出
会

う
景
色
は
、
昔
の
恋
人
が
い
ま
だ
に
若

く
素
敵
で
い
る
の
を
見
る
思
い
。
う
れ

し
い
、
あ
り
が
と
う
。

威
力
発
揮
し
た
開
港
場
気
質

米
花
稔

(
神
戸
大
学
名
誉
教
授
)

神
戸
は
開
港
以
来
、
お
互
い
知
ら
ぬ

人
々
が
分
野
を
問
わ
ず
な
じ
み
に
な
り

協
力
す
る
土
地
柄
で
、
今
度
の
震
災
時

も
そ
の
こ
と
が
復
興
再
建
に
威
力
を
発

揮
し
ま
し
た
。

震
災
後
1
0
年
が
更
に
こ
の
特
性
を
深

め
つ
つ
あ
り
頼
も
し
い
次
第
で
す
。
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感
謝
の
日
々
、
頑
張
り
ま
す
。

枚
田
佳
子
(
G
i
A
R
↓
D
E
S
H
G
N
出
〇
日
S
E
)

忘
れ
ら
な
い
表
現
で
き
な
い
震
災
。

あ
の
時
シ
ョ
ベ
ル
カ
ー
の
5
m
上
私
の

着
物
が
舞
々
上
り
、
思
わ
ず
長
年
想
い

出
の
家
に
両
手
を
合
せ
御
礼
を
申
し
ま

し
た
。
多
大
な
心
温
ま
る
御
見
舞
い
、

勇
気
、
愛
情
と
希
望
を
沢
山
頂
き
、
感

謝
の
日
々
頑
張
り
ま
す
。
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世
界
は
広
い
、
思
い
切
り
大
胆
に

瀬
戸
本
淳
一
㈱
瀬
戸
本
澤
建
築
研
究
室
代
表
取
締
役
一

魔
法
の
言
葉
で
き
っ
と
う
ま
く
い
く

ー
何
と
か
な
る
さ
、
と
に
か
く
や
っ
て

み
よ
う
、
楽
し
み
だ
、
世
界
は
広
い
、

思
い
き
り
大
胆
に
、
光
り
輝
い
て
、
イ

キ
イ
キ
し
て
、
あ
た
た
か
い
、
お
い
し

い
、
お
も
し
ろ
い
、
い
い
ね
、
よ
か
っ

た
ね
、
あ
り
が
と
う
。

こ
れ
か
ら
は
文
化
と
精
神
の
復
興
を

川
田
敦
子

(
画
家
・
C
G
作
家
)

私
た
ち
の
未
来
は
、
世
界
中
の
人
が

見
守
っ
て
い
ま
す
。
震
災
1
0
年
、
そ
ろ

そ
ろ
ソ
フ
ト
へ
の
発
想
転
換
期
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
文
化
や
精
神
の
復
興

と
貢
献
が
あ
っ
て
こ
そ
、
神
戸
が
国
際

都
市
と
し
て
、
本
当
に
蘇
る
と
き
だ
と

思
い
ま
す
。

今
、
ル
ミ
ナ
リ
工
の
灯
は
誇
ら
し
げ
に

柿
本
輝
子

(
C
S
の
会
)

震
災
の
す
ぐ
後
だ
っ
た
。
神
戸
の
沖

か
ら
見
た
街
は
弱
い
明
り
で
、
ま
る
で

闇
そ
の
も
の
だ
っ
た
。
辛
さ
と
一
緒
に

九
州
に
向
う
者
に
取
っ
て
な
お
切
な
く
、

霞
ん
で
見
え
無
く
な
っ
た
。
今
、
ル
ミ

ナ
リ
工
の
灯
は
誇
ら
し
げ
に
輝
い
て
い

る
、
人
々
の
強
さ
と
夢
で
…
。

10回目の神戸ルミナリ工。東遊園地にて
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新
し
い
1
0
年
に
向
っ
て
。

今
西
恭
屁
(
今
西
建
設
㈱
代
表
取
締
役
)

「
創
造
的
復
興
を
め
ざ
し
て
」
震
災

か
ら
早
や
1
0
年
。
当
時
兵
庫
県
宅
建
協

会
の
会
長
と
し
て
6
千
社
の
会
員
の
安

否
に
役
員
共
々
走
り
回
っ
た
。
そ
の
道

中
の
都
市
崩
壊
の
凄
ま
し
さ
は
今
も
脳

裏
を
離
れ
な
い
。
新
し
い
的
年
へ
向
か

っ
て
頑
張
れ
神
戸
っ
子
。

や
さ
し
さ
と
い
た
わ
り
の
心
信
じ
て

小
島
知
光

(
写
真
家
)

助
け
合
い
、
心
の
繋
が
り
を
感
じ
力

が
湧
き
、
人
は
皆
や
さ
し
さ
と
い
た
わ

り
の
心
を
持
っ
て
い
る
と
信
じ
ら
れ
た

あ
の
時
。
平
穏
な
日
々
を
過
ご
す
今
、

時
折
、
整
備
さ
れ
た
町
並
み
の
中
に
ぽ

っ
か
り
と
あ
る
サ
ラ
地
に
似
た
気
特
が

す
る
。
人
‥
小
・
街
、
忘
れ
は
し
な
い
。

神
戸
は
元
気
!
負
け
ま
せ
ん

高
砂
京
子

(
書
道
家
)

私
の
書
画
で
伝
え
た
い
の
は
活
力
と

楽
し
さ
。
震
災
以
来
、
発
表
作
は
す
べ

て
神
戸
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

「
神
戸
は

元
気
̃
負
け
ま
せ
ん
」
。

生
と
死
、
愛
と
表
、
書
と
悲
、
い
の

ち
の
尊
さ
を
教
え
て
く
れ
た
犠
牲
者
の

思
い
を
決
し
て
風
化
さ
せ
て
は
な
ら
な

ヽ
○

○

1
Y

あ
の
世
の
霊
に
守
ら
れ
て

井
上
仁
性

(
大
龍
寺
住
職
)

私
は
小
泉
さ
ん
の
指
導
の
下
、
メ
リ

ケ
ン
地
蔵
と
震
災
犠
牲
者
の
霊
を
お
ま

つ
り
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
文
一
"
一

七
の
灯
明
を
一
年
間
寺
に
預
り
、
先
人

の
愛
情
、
あ
の
世
の
霊
の
永
久
の
知
慧

に
守
ら
れ
大
丈
夫
生
き
抜
き
ま
し
ょ
う
。

小
泉
さ
ん
の
神
戸
っ
子
の
新
展
開
を

期
待
す
。

新
た
な
愛
を
得
る
事
も
で
き
た

井
上
和
世

(
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
)

自
然
の
力
の
前
に
は
何
と
人
間
は
非

力
な
こ
と
か
。
た
く
さ
ん
の
大
切
な
命
、

美
し
い
街
で
あ
っ
た
神
戸
を
失
っ
た
代

償
に
震
災
を
乗
り
越
え
て
新
た
な
愛
を

得
る
事
も
で
き
ま
し
た
。
神
戸
に
生
ま

れ
て
幸
せ
で
す
。

新
旧
の
紳
大
切
に

河
合
純
子

一
日
本
カ
ナ
ダ
会
事
務
局
長
・
移
情
閣
コ
ー
ラ
ス
代
表
)

「
人
の
輪
は
何
よ
り
の
財
産
」
を
モ

ッ
ト
ー
に
人
生
を
歩
ん
で
き
た
私
に
と

っ
て
、
震
災
を
通
し
て
深
め
ら
れ
た
新

旧
の
絆
を
大
切
に
、
今
後
も
「
人
と
人

の
ふ
れ
あ
い
」

の
要
と
し
て
楽
し
い
交

流
の
時
と
場
の
提
供
で
お
役
に
立
っ
て

行
く
つ
も
り
で
す
。

人
間
の
勇
気
と
素
晴
ら
し
さ

平
田
郁

(
洋
画
家
)

震
災
は
、
個
人
と
社
会
に
大
き
な
傷

を
残
し
た
。
自
然
の
驚
異
の
前
に
は
、

人
間
は
無
力
で
あ
っ
た
。
1
0
年
後
の
神

戸
を
誰
が
想
像
し
得
た
で
あ
ろ
う
か
?

こ
の
出
来
事
は
、
人
間
の
勇
気
、
素
晴

ら
し
さ
を
云
わ
で
も
の
こ
と
と
教
え
て

く
れ
て
い
る
。

生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
へ
の
感
謝
と
愛

谷
口
享
子
一
㈲
オ
フ
ィ
ス
マ
ー
メ
イ
ド
代
表
取
締
役
一

震
災
が
教
え
て
く
れ
た
事
。
命
の
重

み
。
別
れ
の
苦
し
み
。
自
然
へ
の
畏
敬

の
念
。
生
か
さ
れ
て
い
る
事
へ
の
感
謝
。

そ
し
て
愛
。

神
戸
と
共
に
歩
ん
で
来
た
月
刊
神
戸

っ
子
。
読
者
の
愛
に
支
え
ら
れ
て
元
気

を
出
し
て
欲
し
い
。
こ
の
神
戸
の
街
と

共
に
=

リ
ュ
ッ
ク
を
使
っ
て
下
さ
い

生
方
埜
子

(
神
戸
っ
子
倶
楽
部
)

老
い
た
母
を
姉
に
預
け
、
荷
物
を
持

っ
て
線
路
を
歩
い
て
た
時
、
見
知
ら
ぬ

方
か
ら

「
こ
の
リ
ュ
ッ
ク
使
っ
て
下
さ

い
。
」
と
差
し
出
さ
れ
、
そ
の
後
ず
っ

と
年
賀
状
の
や
り
と
り
し
て
1
0
年
。
今

も
そ
の
リ
ュ
ッ
ク
を
大
事
に
使
っ
て
ま

す
。
そ
の
恩
は
忘
れ
ま
せ
ん
。
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ゼ
ロ
か
ら
の
出
発

富
国
貫
江

(
総
合
美
容
す
み
れ
社
長
)

失
わ
れ
た
も
の
は
大
き
い
。
自
宅
ビ

ル
全
壊
。
夫
は
か
た
む
い
た
ビ
ル
の
階

段
か
ら
落
ち
頭
を
打
っ
た
そ
の
後
脳
こ

う
そ
く
と
な
る
。
私
は
5
階
か
ら
カ
ー

テ
ン
ロ
ー
プ
で
脱
出
。
従
業
員
は
神
戸

を
去
っ
て
行
っ
た
。
ゼ
ロ
か
ら
の
出
発
。

歳
も
忘
れ
前
進
あ
る
の
み

カ
合
せ
て
尊
い
命
を
救
う

小
野
真
須
美

(
七
宝
作
家
)

私
は
1
0
年
前
の
地
震
で
強
く
思
っ
た

事
は
、
今
迄
経
験
し
た
事
の
な
い
試
練

に
出
会
っ
て
、
地
域
の
人
達
が
お
互
い

に
力
を
合
わ
せ
て
動
き
、
尊
い
命
を
救

っ
た
事
で
す
。
情
報
が
な
い
中
で
一
人

一
人
が
何
が
一
番
大
切
な
の
か
を
考
え

自
立
し
て
、
行
動
出
来
た
事
が
嬉
し
い
。

美
し
い
文
化
の
香
り
い
っ
ぱ
い

佐
伯
民
江
(
文
学
博
士
・
大
手
前
大
学
講
師
)

愛
着
あ
ふ
れ
る
神
戸
っ
子
王
-
ネ
ッ

ト
も
I
T
も
身
近
に
な
か
っ
た
頃
、
ま

だ
無
名
の
主
婦
だ
っ
た
頃
、
初
め
て
載

せ
て
も
ら
っ
た
時
の
感
動
を
今
も
忘
れ

ら
れ
な
い
。
美
し
い
、
文
化
の
香
り
い

っ
ぱ
い
の
貴
誌
に
頑
張
る
ぞ
ー
と
意
欲

が
い
っ
ぱ
い
湧
い
た
。

雷嘉子運上プロムナード紘

各国国
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今
も
思
い
が
頭
に
う
か
ぶ

西
村
雲
華

(
佳
生
流
家
元
)

飛
び
起
き
た
後
を
見
る
と
枕
の
上
に

映
写
機
が
棚
か
ら
落
ち
て
い
た
事
、
花

器
が
百
数
十
点
壊
れ
た
事
、
ネ
パ
ー
ル

を
い
け
る
個
展
が
で
き
ず
、
一
ケ
月
延

期
し
た
こ
と
、
そ
の
他
諸
行
事
中
止
、

小
さ
い
こ
と
な
が
ら
十
年
経
っ
た
今

も
思
い
が
頭
に
う
か
ぶ
。

地
球
人
と
し
て
謙
虚
で
あ
り
た
い

山
田
芳
信
(
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
)

宇
宙
の
片
隅
で
生
を
営
み
続
け
る
地

球
人
と
し
て
、
神
の
怒
り
に
触
れ
る
こ

と
な
く
、
常
に
自
然
に
迷
惑
を
か
け
ぬ

よ
う
謙
虚
で
あ
り
た
い
。
人
間
は
過
ち

を
犯
す
。
だ
か
ら
素
直
に
謝
り
直
し
て

行
く
。
そ
の
積
み
重
ね
が
自
分
を
変
え
、

そ
し
て
国
や
社
会
を
変
え
て
行
く
。

人
々
に
夢
と
希
望
を
与
え
る
場
を

樽
家
泰
子
一
ト
マ
テ
ィ
ス
リ
ス
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
神
戸
一

こ
の
震
災
で
自
宅
は
全
壊
。
学
習
塾

の
教
室
も
倒
壊
寸
前
、
絶
望
的
で
し
た
。

そ
れ
が
先
生
方
の
励
ま
し
と
協
力
で
一

ケ
月
で
再
開
。
当
セ
ン
タ
ー
開
設
の
エ

ネ
ル
ギ
1
は
、
こ
ん
な
人
と
の
繋
が
り

で
し
た
。

人
々
に
夢
と
希
望
を
与
え
る
場
と
し

て
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

す
べ
て
失
っ
て
初
め
て
皆
が
理
解
す
る

石
原
暁
美

(
デ
ザ
イ
ナ
ー
)

こ
れ
か
ら
の
人
生
を
考
え
る
と
き
、

あ
の
日
と
あ
の
日
か
ら
の
m
年
を
考
え

れ
ば
、
何
で
も
乗
り
こ
え
て
ゆ
け
る
気

が
す
る
。
人
と
の
信
頼
感
や
協
力
、
奉

仕
と
い
っ
た
最
も
人
間
的
な
大
切
な
事

を
も
の
を
失
っ
て
は
じ
め
て
皆
が
理
解

で
き
た
様
に
思
う
。

震
災
、
空
襲
、
水
害
に
負
け
ず

藤
田
稔

(
㈱
フ
ッ
ト
テ
ク
ノ
社
長
)

一
九
二
一
年
に
建
設
さ
れ
た
本
社
ビ

ル
は
、
大
正
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
は
し
り
の

洋
風
建
築
で
、
元
町
通
5
丁
目
に
風
格

あ
る
姿
で
親
し
ま
れ
、
昨
年
6
月
国
の

有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

震
災
に
も
め
げ
ず
、
大
正
・
昭
和
・

平
成
と
生
き
ぬ
い
た
元
気
で
優
雅
な
神

戸
っ
子
ハ
イ
カ
ラ
ビ
ル
で
す
。

ま
た
陽
は
昇
る

上
島
達
司
一
U
C
C
上
島
捌
排
㈱
代
表
取
締
役
社
長
一

地
震
、
台
風
、
洪
水
な
ど
の
天
災
、

そ
し
て
敗
戦
、
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
、
ド

ル
シ
ョ
ッ
ク
、
バ
ブ
ル
崩
壊
‥
、
形
あ

る
も
の
は
滅
せ
ざ
る
ぺ
け
ん
や
。
し
か

し
、
幾
多
の
困
難
を
乗
り
越
え
て
陽
は

ま
た
昇
る
。
1
0
年
前
の
一
瞬
の
無
残
を

目
の
当
た
り
に
し
、
諸
行
無
常
を
感
じ

る
と
と
も
に
、
立
ち
直
る
精
神
こ
そ
大

切
で
あ
る
と
体
感
し
て
い
ま
す
。

よ
り
魅
力
あ
る
町
に
再
生
を

佐
藤
悦
枝

(
創
花
人
)

生
れ
育
っ
た
神
戸
。
神
戸
に
し
か
な

か
っ
た
お
店
や
、
お
も
い
で
の
場
所
が

な
く
な
っ
て
、
町
の
景
色
が
ど
ん
ど
ん

か
わ
っ
て
ゆ
く
事
が
か
な
し
い
、
あ
た

ら
し
い
神
戸
が
神
戸
っ
子
達
の
力
で
よ

り
魅
力
の
あ
る
町
に
再
生
さ
れ
る
事
を

願
っ
て
い
ま
す
。

防
災
≠
忘
災

中
野
友
史

(
㈲
神
戸
青
年
会
議
所
理
事
長
/

㈱
ア
ー
バ
ン
・
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
専
務
取
締
役
)

被
災
経
験
は
思
い
出
し
た
く
さ
え
な

い
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
備

え
に
よ
っ
て
被
害
を
最
小
限
に
食
い
止

め
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
あ
の
大
震
災

を
経
験
し
た
神
戸
だ
か
ら
こ
そ
、
常
に

「
忘
れ
な
い
」

で
備
え
る
気
持
ち
を
持

っ
て
H
年
目
以
降
の
ま
ち
づ
く
り
を
考

え
ま
し
ょ
、
つ
。

初
鶏
や
地
震
的
年
明
る
く
神
戸

榎
本
純
子

(
金
庫
診
断
士
/
俳
人
)

生
か
さ
れ
し
こ
の
身
に
聖
夜
ル
ミ
ナ

リ
エ
/
あ
1
し
ん
ど
吐
息
の
神
戸
年
詰

ま
る
/
初
鶏
や
地
震
1
0
年
明
る
く
神
戸
。

1
7
音
は
神
戸
に
生
ま
れ
育
っ
た
私
の

リ
ズ
ム
で
す
。
1
月
1
7
日
、
神
戸
に
架

か
っ
た
美
し
い
虹
へ
、
鎮
魂
と
復
興
を

祈
り
ま
し
た
。
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街
を
元
気
に
す
る
会
社
を
創
ろ
う

杉
本
悟
一
㈱
ド
リ
ー
ム
ア
ン
ド
モ
ア
代
表
取
締
役
)

震
災
後
、
街
を
元
気
に
す
る
こ
と
を

業
と
す
る
会
社
を
創
ろ
う
I
・
神
戸
の
地

で
起
業
し
ま
し
た
。
最
近
、
世
の
中
も

私
達
の
呼
び
掛
け
に
答
え
始
め
て
く
れ

て
る
様
な
気
が
し
ま
す
。

今
後
も
更
に
夢
を
持
っ
て
、
街
を
元

気
に
し
て
い
け
る
様
、
邁
進
し
て
い
き

ま
す
。

瓦
礫
の
中
か
ら
芽
吹
い
た
雑
草
の
カ

吉
田
泰
巳

(
嵯
峨
御
流
神
戸
司
所
)

高
速
道
路
や
大
き
な
ビ
ル
が
崩
壊
し

た
未
曾
有
の
大
地
震
の
中
で
、
倒
れ
た

木
を
一
本
も
発
見
で
き
な
か
っ
た
。
厳

し
い
寒
さ
か
ら
春
と
な
り
、
瓦
礫
の
中

か
ら
力
強
く
芽
吹
い
た
雑
草
、
草
や
木

の
生
命
力
に
人
々
は
ど
れ
ほ
ど
勇
気
付

け
ら
れ
た
事
か
。

華
道
の
文
化
力

諸
泉
頼
子

一
華
道
専
正
池
坊
・
日
本
礼
堂
小
笠
原
流
家
元
)

日
本
の
伝
統
を
受
け
継
い
で
き
た
わ

れ
わ
れ
に
と
っ
て
、
大
震
災
は
自
然
か

ら
の
厳
し
い
怒
り
を
受
け
た
よ
う
に
思

い
ま
し
た
。

震
災
後
、
花
の
美
し
さ
優
し
さ
に
心

癒
さ
れ
、
日
本
人
の
育
ん
で
き
た
華
道

の
文
化
力
に
、
改
め
て
伝
統
の
強
さ
を

認
識
し
ま
し
た
。

人
の
や
さ
し
さ
や
た
く
ま
し
さ
世
界
へ

内
海
元

(
関
西
民
放
ク
ラ
ブ
)

震
災
の
悲
惨
な
体
験
を
通
じ
て
、
私

た
ち
は
防
災
や
復
旧
の
知
恵
も
さ
る
こ

と
な
が
ら
、
人
の
や
さ
し
さ
や
た
く
ま

し
さ
が
明
日
へ
の
力
を
く
れ
る
こ
と
を

学
ん
だ
。
大
規
模
な
自
然
災
害
が
続
く

今
、
神
戸
が
世
界
に
送
る
べ
き
大
切
な

情
報
の
一
つ
だ
と
思
う
。

新
さ
く
ら
丸
が
応
援
消
防
士
の
宿
舎
に

松
浦
睦
夫

一
ク
ル
ー
ズ
の
ゆ
た
か
倶
楽
部
㈱
代
表
取
締
役
)

1
0
年
前
、
商
船
三
井
の
「
新
さ
く
ら
」

を
チ
ャ
ー
タ
ー
し
、
2
月
の
鳥
羽
ク
ル

ー
ズ
が
4
0
0
名
で
満
席
に
な
っ
て
い

た
時
、
当
時
の
運
輸
省
か
ら
全
国
の
応

援
に
来
る
消
防
関
係
者
の
宿
舎
と
し
て

船
を
使
い
た
い
と
の
要
請
に
よ
り
、
お

客
様
に
お
詫
び
を
し
て
微
力
な
が
ら
協

力
し
た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

経
験
・
教
訓
を
次
世
代
に

笹
山
事
後

(
㈲
神
戸
国
際
協
力
交
流
セ
ン
タ
1
理
事
長
)

神
戸
が
さ
ら
に
安
全
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
に
す
る
た
め
に
家
庭
、
地

域
、
そ
し
て
職
場
で
大
震
災
の
経
験
、

教
訓
を
次
世
代
に
伝
え
て
い
き
ま
し
ょ

う
。
戦
災
復
興
か
ら
ま
ち
づ
く
り
に
携

わ
っ
て
き
た
大
好
き
な
神
戸
を
見
守
っ

て
い
き
ま
す
。

第
二
の
震
災

濱
田
明
正

(
元
神
戸
税
関
長
)

神
戸
を
知
り
、
神
戸
を
愛
し
、
神
戸

を
誇
り
に
思
う
者
に
と
っ
て
、
『
神
戸

っ
子
』
を
失
う
こ
と
は
神
戸
が
第
二
の

震
災
に
遭
う
よ
う
な
も
の
だ
。

『
神
戸
っ
子
』

の
復
刊
な
く
し
て
神

戸
の
復
興
な
し
。
こ
の
よ
う
に
思
う
の

は
私
だ
け
で
は
な
い
と
思
う
。

活
か
そ
う
神
戸
の
風
土
・
産
業
"
国
際
性

濾
過
百
合
(
㈱
マ
キ
シ
ン
代
表
取
締
役
社
長
)

N
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e
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・
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富
e
-
・

K
O
B
E
C
C
O

O
b
l
・
1

g
 
e
-
・

神
戸
な
ら
で
は
の
魅
力
、
風
土
、
産

業
、
国
際
性
を
最
大
限
に
活
か
し
て
日

本
全
国
、
世
界
へ
発
信
を
!

国
際
都
市
へ
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ

キ
ラ
ン
・
S
・
セ
テ
ィ

(
㈱
ジ
ュ
ピ
タ
ー
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
取
締
役
専
務
)

新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
行
う
こ
と
に

よ
っ
て
、
新
た
な
チ
ャ
ン
ス
が
生
れ
ま

す
。
来
年
度
に
は
神
戸
空
港
も
開
港
し

ま
す
。
こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
通
じ
て
時
代

に
合
っ
た
国
際
都
市
神
戸
へ
の
変
革
を
。
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月
刊
神
戸
っ
子
が
二
〇
〇
一
年
に
刊
行
し
た

「
作
家
た
ち
の
大
震
災
」
よ
り

阪
神
・
淡
路
大
震
災

一
九
九
五
⊥
⊥
七

よ
み
力
み
れ
葬
し
粘
戸
◎
岬

街
は
潰
れ
て
も

神
戸
っ
子
気
質
は
潰
れ
な
い

出盛
田
辺

聖
子

(
作
家
・
伊
丹
市
在
住
)

こ
ん
ど
の
大
災
厄
で
、
他
都
市
の
人
が
お
ど
ろ
い
て
い
る

の
は
、
被
災
者
の
秩
序
正
し
さ
、
互
い
に
協
力
し
て
苦
難
を

し
の
い
で
い
る
人
情
の
厚
さ
で
あ
る
。
「
核
家
族
化
の
極
限
ま

で
進
ん
だ
東
京
圏
で
は
、
こ
ん
な
シ
ー
ン
に
お
目
に
か
か
る

こ
と
が
で
き
る
か
心
配
で
あ
る
。
助
け
て
く
れ
る
の
が
、
飼

い
犬
と
飼
い
猫
だ
け
し
か
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
ら

な
い
よ
う
、
個
人
の
自
立
ば
か
り
で
な
く
他
者
と
の
ふ
だ
ん

の
絆
を
持
と
う
と
考
え
直
し
た
し
だ
い
」

(
9
5
・
1
・
2
7
産
経

新
聞
「
遮
断
機
」
)

と
い
う
声
が
代
表
的
な
も
の
だ
。

そ
う
な
の
だ
、
神
戸
は
人
情
厚
い
ま
ち
で
あ
る
。
ハ
イ
カ

ラ
で
あ
り
な
が
ら
人
間
の
情
の
濃
い
ま
ち
、
そ
し
て
市
民
そ

れ
ぞ
れ
に
文
化
的
蓄
積
が
あ
り
、
成
熟
し
て
い
る
と
い
う
点

で
も
、
ユ
ニ
ー
ク
な
風
土
な
の
だ
。
き
っ
と
め
ざ
ま
し
い
復

興
を
し
と
け
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
に
女
性
た
ち
が
み
な
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
だ
。
向
日
性

が
あ
る
。
ま
ち
の
建
物
や
道
路
は
潰
滅
し
て
も
、
気
風
は
消

失
し
な
い
。
窮
境
を
は
ね
か
え
す
力
が
あ
る
か
ぎ
り
、
「
美
し

き
神
戸
」
は
再
現
す
る
と
信
じ
て
い
る
。

私
は
当
日
、
仕
事
せ
ず
就
寝
し
て
い
た
お
か
げ
で
無
事
だ

っ
た
。
月
半
ば
に
締
め
切
り
が
一
つ
あ
る
の
で
普
通
な
ら
夜

半
か
ら
早
暁
ま
で
仕
事
を
し
て
い
る
時
間
帯
だ
っ
た
け
れ
ど

も
、
偶
然
、
そ
の
夜
は
眠
っ
て
い
た
の
で
、
本
棚
で
圧
し
潰

さ
れ
ず
に
す
ん
だ
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
い
っ
し
ょ
に
神
戸

を
再
興
さ
せ
な
さ
い
よ
、
と
い
う
神
サ
マ
の
思
し
召
し
か
も

し
れ
な
い
。
五
千
余
の
人
命
を
失
っ
た
こ
と
は
癒
せ
ぬ
痛
手

で
あ
る
け
れ
ど
も
、
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
明
る
い

「
神
戸
っ

子
気
質
」

で
再
び
た
の
し
い
ま
ち
を
築
き
た
い
も
の
で
あ
る
。
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大
不
幸
の
あ
と
に
は

見
違
え
る
神
戸
が
、
き
っ
と

故
・
淀
川

長
治

(
映
画
評
論
家
)

「
よ
み
が
え
る
神
戸
」
-
こ
の
題
名
で
書
け
と
申
さ
れ
た
が

二
日
た
っ
て
も
三
日
た
っ
て
も
書
け
な
い
。
が
ん
ば
っ
て
今

に
立
派
に
立
ち
直
っ
て
く
だ
さ
い
な
ど
し
ら
じ
ら
し
く
書
け

る
わ
け
は
な
い
。
今
は
チ
ー
ン
と
沈
み
き
っ
た
と
き
、
そ
れ

ゆ
え
ガ
ン
バ
レ
の
声
は
必
要
だ
ろ
う
。
け
れ
ど
ガ
ン
バ
レ
な

ど
か
ん
た
ん
に
は
そ
う
口
か
ら
出
な
い
。
げ
ん
に
共
同
通
信

の
い
か
に
も
若
い
記
者
か
ら
こ
ん
な
ひ
ど
い
映
画
館
が
あ
る

ん
で
す
よ
と
報
告
の
フ
ァ
ッ
ク
ス
も
私
の
手
も
と
に
送
ら
れ

て
く
る
。
神
戸
は
三
十
才
ま
で
の
私
の

「
ふ
る
さ
と
」
。
私
は

そ
の
ふ
る
さ
と
に
ど
う
し
て
あ
げ
よ
う
と
考
え
こ
む
。
八
十

六
才
で
は
出
か
け
て
い
ち
い
ち
お
見
舞
い
も
む
り
だ
。
そ
れ

で
い
づ
れ
常
識
だ
が
お
見
舞
金
を
映
画
館
の
団
体
へ
お
送
り

し
て
と
思
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
神
戸
だ
が
、
こ
れ
は
思
い
も
か
け
な
か
っ
た
。

関
東
大
震
災
の
と
き
は
天
井
か
ら
ぶ
ら
さ
が
っ
て
い
る
電
気

の
ガ
ラ
ス
傘
が
か
す
か
に
ゆ
れ
た
。
す
る
と
す
ぐ
に
号
外
の

す
ず
の
音
と
と
も
に

「
号
外
号
外
」

の
声
が
し
た
。
そ
の
東

京
が
今
こ
こ
に
あ
る
。

神
戸
は
日
本
中
い
ち
ば
ん
個
性
の
あ
る
都
市
だ
っ
た
。
こ

の

「
だ
っ
た
」

と
い
う
過
去
形
は
あ
る
わ
け
は
な
い
。
焼
け

野
原
に
な
ろ
う
が

「
神
戸
」
。
そ
こ
に
い
る

「
人
」
は
、
神
戸

気
っ
ぷ
を
今
も
や
っ
ぱ
り
身
に
し
ま
せ
そ
れ
が

「
神
戸
の
気

っ
ぷ
」
を
、
今
も
持
っ
て
い
る
に
ち
が
い
な
い
。
神
戸
に
日

本
で
初
め
て
の
活
動
写
真
が
紹
介
さ
れ
た
。
明
治
二
十
九
年

だ
っ
た
。
神
戸
は
そ
の
こ
ろ
世
界
文
化
の
入
口
だ
っ
た
。

そ
れ
は
、
そ
の
気
っ
ぶ
、
そ
の
誇
り
は
今
も
あ
っ
て
、
私

は
神
戸
生
ま
れ
、
神
戸
育
ち
、
こ
れ
に
誰
も
が
誇
り
を
も
っ

て
い
る
。
そ
の
神
戸
が
焼
け
野
原
と
な
っ
た
か
ら
と
て
こ
の

神
戸
気
質
ま
で
も
焼
け
つ
く
す
わ
け
は
な
い
。
今
こ
の
目
に

見
る
神
戸
は
残
酷
だ
。
け
れ
ど
非
情
な
言
い
方
を
し
て
申
し

訳
け
な
い
が
、
こ
う
な
っ
て
こ
う
な
る
と
い
う
時
が
神
戸
ゆ

え
必
ず
来
る
で
あ
ろ
う
。
お
ど
ろ
く
日
が
来
る
で
あ
ろ
う
。

神
戸
は
そ
の
力
を
持
っ
て
い
る
。
神
が
あ
る
か
ど
う
か
わ
か

ら
な
い
。
け
れ
ど
、
神
戸
は
戦
争
で
つ
ぶ
さ
れ
た
都
市
で
は

な
い
o
大
自
然
の
な
せ
る
わ
ざ
で
あ
る
。
神
の
な
せ
る
わ
ざ

で
は
あ
る
ま
い
が
、
大
自
然
の
な
せ
る
か
ざ
。
こ
れ
は
、
人

の
世
の
常
、
運
命
の
常
。
そ
れ
こ
そ
神
の
目
と
神
の
心
で
、

見
ち
が
え
る
神
戸
と
な
っ
て
生
ま
れ
か
わ
る
日
が
来
る
の
だ
。

あ
の
神
戸
と
驚
く
日
が
こ
の
大
自
然
の
大
不
幸
の
あ
と
に
来

る
。
去
年
こ
の
目
で
見
た
広
島
の
立
派
さ
。
五
年
十
年
そ
れ

が
百
年
に
な
る
で
あ
ろ
う
と
も
神
戸
は
日
本
一
、
世
界
注
目

の
、
神
戸
の
個
性
を
あ
ふ
れ
さ
せ
た
超
大
都
市
に
な
る
こ
と

は
ま
ち
が
い
な
い
。

「
作
家
た
ち
の
大
震
災

阪
神
・
淡
路
大
震
災
一
九
九
五
⊥
⊥
七
」

あ
の
日
あ
の
時
を
綴
っ
た
二
十
人
の
作
家
た
ち
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
。

執
筆
者
/
陳
舜
臣

司
馬
遼
太
郎

小
松
左
京

宮
本
輝

玉
岡
か
お
る

時
実

新
子

阪
田
寛
夫

黒
岩
重
言

藤
本
義
一
田
辺
聖
子

筒
井
康
隆

安
水
稔

和

高
村
熊

阿
久
悠

淀
川
長
治

斎
藤
栄

村
松
友
現

瀬
戸
内
寂
聴

五

木
寛
之

山
崎
正
和

定
価
/
本
体
2
0
0
0
円
十
税
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